
第 1 6 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 4 年 8 月 6 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日本医療機能言鮖価機構



1 . 開会

○事務局 事務局でございます。

本 日 は、 ご多忙の中お集ま り 頂き ま してあ り が と う ございます。 会議を開始致します前

に資料の確認を させて頂き たい と思います。

まず、 一番上にございますのが、 本 日 の出欠一覧 と次第 と本体資料でございます。

続いて資料 1 と致しま して、 臍帯脱出について 僕) でございます。

続いて資料 2 と致 しま して、 分析対象事例の概要 (臍帯脱出について) でございます。

続いて資料 3 と 致 しま して 、 臍帯脱出の危険因子比較表 と い う A 3 の資料でございます。

続いて資料 4 と致 しま して 、 常イ湖劭盤早期剥離について 鰈麦) でございます。

続いて資料 5 と致しま して 、 分析対象事例の概要 (常イ湖鋭盤早期剥離の う ち 、 切迫早産

発症事例) でございます。

続いて資料 6 と致 しま して 、 常イ湖台盤早期剥離の危険因子比較表でございます。

続いて資料 7 と致しま して 、 分析対象事例の概要 (常f湖前盤早期剥離事例の診療体制に

ついて) でございます。

続いて資料 8 と致しま して 、 子宮収縮薬について (案) でございます。

最後に資料 9 と致 しま して 、 分析対象事例の概要 (子宮収縮薬について) でございます。

こ の他、 参考資料と致 しま して 、 5 月 1 4 日 に公法さ しま した第 2 回再発防止に関する報告

書についての報道記事を配付してお り ますので、 ご参照 して頂ければと思います。

それでは、 定刻 と な り ま したので、 ただいまか ら第16回産科医療補償制度再発防止委員

会を開催致します。 それでは、 進行を池ノ 上委員長にお願い したいと想います。 よ ろ し く

お願い致します。

○池ノ 上委員長 それでは、 委員の先生方、 お忙 しい中、 また天候も余 り よ く ない中お集

ま り 頂き ま して 、 本当 にあ り が と う ございます。 ど う ぞよ ろ し く お願い致します,

最初に、 議題に入 り ます前に、 5 月 14 日 の報告書公表後の動き と致しま して 、 7 月 8 日

に 田村委員が会長でおや明こな り ま した第48回 日 本周産期 ･ 新生児医学会学術集会で ｢産



科医療補償制度-再発防止委員会か ら - ｣ と題 した講演を行いま したので、 それについて

簡単にご報告させて頂きたいと思います。

全体と 致 しま しては、 500人以上の方が会場にお集ま り “ こな り ま して、 ま た事務局か ら

第 2 回 目 の再発防止の報告書を200部持っ てき て頂き ま したが、 会場の入口 の と こ ろでこ

れも全部な く なって しま う と い う 、 そ う い う 関心の高 さ でございま した。

内容については、 第 2 回の報告書の内容に沿って再発防止委員会の取 り 組みの話を させ

て頂き ま した。 数量的 ･ 疫学的分析については、 集計表や脳↑堕麻痺発症の主たる原因につ

いて幾つかの表を取 り 上げて紹介致しま した。

また 、 テーマに沿った分析につき ま しては、 吸引分娩について、 常f湖錠盤早期剥離の保

健指導について、 そ して診療録の記載についてな ど、 3 つのテーマについてそれぞれ再発

防止委員会か らの提言を中心に紹介致しま した。

今回の講演を通 じま して 、 改めて こ の産科医療補償制度、 あ るいは再発防止委員会の取

り 組み等に対する関己･が 、 産科 ･ 新生児関係の皆様に非常に高い と い う こ と が伺えま した。

これか ら具体的な検討に入 り ま して、 次回第 3 回の再発防止委員会か らの報告の完成 と い

いますか、 それを 目指 して、 今後、 先生方に様々活発なご議論を頂きたいと思ってお り ま

す。 ど う ぞよ ろ し く お願いを致 します

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

○池ノ 上委員長 それでは、 第 3 回の報告書のテーマに沿った分析を行いたいと思います。

では、 事務局のほ う か ら説明をお願い致します。

○事務局 (原) それでは、 次第のついてお り ます本f榑資料の 1 ページをご覧下さい。 第

3 回報告書で取 り 上げますテーマにつき ま しては、 前回の委員会でご審議を頂き ま して 、

選定を して頂き ま した。 その際の主なご意見については、 こ ち ら 1 ページに記載の通 り で

ございます。 読み上げについては割愛 させて頂き ますが、 ご意見 と致 しま しては、 1 度取
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り 上げたテーマについて も継続的に分析してい く 必要があ る と い う こ と で、 第 1 回報告書

の 4 つのテーマ と第 2 回報告書で取 り 上げま した早熟iについて、 全体の 中でやは り 数が最

も多い と い う こ と で 、 前回 と は別の切 り 口 でも う 1 度取 り 上げる と い う こ と み こな り ま した。

2 ページの第 3 回報告書で取 り 上げるテーマでございますが 、 こ ち ら に記載してます 5

つ、 分娩中の胎児心拍数聴取について 、 新生児蘇生について、 子宮収縮薬について、 臍帯

脱出について、 それ と 常位瑚台盤早期剥離について 、 こ の 5 つをテーマ と して進めてまい り

たい と思います。

本 囲ま、 こ の中か ら臍帯脱出について、 常位湖台盤早期剥離について 、 子宮収縮薬につい

ての 3 つを準備してお り ます。

なお･ 本 ･ “ ‘ “ ' つの資料･挑ま しは 今瀘l末までる‘録とわた
を基に分析 してお り ます。 最終的には、 これまで と 同様に本年12月 末までに公表 された事

例を分析の対象と致 します。 件数と しま しては、 恐 ら く ほ割こな る見込みでご

ざいます。

それでは、 早速、 資料 1 の臍帯脱出についてか ら ご説明を させて頂き ます。

○池ノ 上委員長 では、 ど う ぞよ ろ し く お願い致します,

○事務局 (御子柴) まず、 資料 1 と 致 しま して、 臍帯脱出についての報告書案 と して取

り ま と めてお り ます。

' ･ 原因分糠告書“取 り “執 り分析蟻事例の概況 と致しま して 鬮島 う ち
圏臍帯脱出が発生し‘お り ま した“で、 これ ら を分析橡と して取は と めてお り ま
す。

主な概況 と 致しま しては、 記載の通 り でございます。

表0-o一 ' と 致は しで 分析蟻にみ られた背景 とい う こ と で、 鬮“事例“背景
をお示し してお り ます。 こ ち ら の作成にあた り ま しては、 資料 3 と 致 しま してA 3 判のカ

ラーの資料をご用意 してお り ます。 こ ち ら のほ う は池ノ 上委員長のか ら ご助言頂き ま して 、

幾つかの文献を参考に臍帯脱出の危険因子 と言われる も のを比較して記載してお り ます。
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まず、 日 本産科婦人科学会のガイ ドライ ン 、 2 、 3 と 致しま して臍帯脱出に関する危険

因子の記載があ る論文を 2 つ掲載してお り ます。 ④ と致 しま して 、 R C O Gのガイ ド ライ

ンを引用 してお り ます。

なお、 こ の 2 と 3 につき ま しては、 ①の 日 産婦のガイ ドライ ン及び④のR C O Gのガイ

ドラ イ ンに参考文献と して記載されている論文を引用致 しま した。 これにつき ま しては、

1 と 4 の と こ ろにオッズ比な どの比率な どの記載がございませんで したので、 参考文献と

して引用 されている も のから詳細の記載を引用 してお り ます。

⑤ と致 しま して 、 W i 1 1 1 ams を引用 してお り ますが、 こ ち ら る こ関 しては臍帯脱出 と い う 項

が特に項立てでございませんでしたので、 項 目 と しては少ないのですが、 記載の状況をお

示 し してお り ます。

なお･ -番稠に分析蟻におけ ･件数と い う ‘ と で、 圏の う ちにれらの危険因子
と言われている も のに対して ど う い う 件数であったか と い う 実数をお示 し してお り ます。

赤 く 示 してお り ますもの。、 鞠皿の う ち澂以上.‘見 られため‘色づけを してお り
ます。 資料 1 のほ う に戻 らせて頂き ます。

表 1 の下のほ う る こ 、 ○ -○- 2 と 致 しま して 、 分析対象事例の概要 (臍帯脱出につい

て) (資料 2 ) に記載 してお り ま して、 こ ち らが ご用意 しま した資料 2 の挿入する位置 と

な り ます。

別紙の資料 2 のほ う を ご覧頂きたいのですが 、 こ ち ら に関 しては、 臍帯脱出が発生した
　
唾囮についての実際の状況を詳細に記載してお り ます。 第 1 回の報告書の ｢臍帯脱出

について' の際には瑠‘つい‘取 り ま と めた も のを文末に記載致しま して 今回.量
の概況をできれば文頭に挿入致しま して、 事例の概観を把握して頂け る よ う な文章の流れ

とする予定でございます。

次に2 ) 事例の概要です。 資料 眩こ戻 り ます。 2 ページに事例の概要 と い う こ と で、 教訓

と な る事例を 3 つお示 し してお り ます。

事例 1 につき ま しては、 巨大児であった り ですと か、 人工荷瑚莫を実施し、 ま たこ ち ら に
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関 しては経翻窒分娩を試みた事例 と い う こ と で教訓 と な る事例 1 と してお示し しています。

ま た 、 3 ページのほ う " こは事例 2 、 こ ち ら は 目 タ樋腋kかつ 自 宅で臍脱を発症した事例を

お示し してお り ます。

事例 3 につき ま しては、 メ ト ロ を使用 した事例 と い う こ と で掲載してお り ます。

次、 資料 1 、 4 ページを ご覧下 さい。 3) と 致しま して分析対象事例におけ る臍帯脱出の

原因および関連要因でございます。 第 1 回の報告書の際には事例が 3 件でございま したの
　

で、 全ての 3 件に共通する共通点 と い う こ と で取 り ま と めま した。 今回の圃圏に関 しま し

ては、 全く 同 じ共通点 と い う も のが特にございませんで したので、 主にカテ ゴ リ ー分けを

して ( 1 ) か ら ま と めてお り ます。

まず ( 1 ) 臍帯脱出 と メ ト ロ イ リ ンテルの使用 と の関連。

次、 5 ページに移 り ま して 、 (2) 臍帯脱出 と人工破膜の実施 と の関連。

(3 ) 臍帯脱出 と分娩誘発の実施 と の関連。

(4) 臍帯脱出 と被ヲ水 と の関連。

6 ページに移 り ま して 、 (5 ) 臍帯脱出 と臍帯過長 と の関連。

(6) その他の要因 と の関連と い う こ と で記載してお り ます。

なお、 その下の4) に関 しま しては、 医学的評価の報告書の記載をま と めている も のでご

ざいま して、 こ ち ら も先ほ どの共通点、 関連要因 と い う と こ ろ と 同 じよ う な形で項立てを

して取 り ま と めてお り ます。 割愛 して ご説明 させて頂き ます。

7 ページ、 下のほ う にな り ますが、 ( 3) と 致しま して 、 臍帯脱出後の対応について と い

う こ と で、 こ ち ら は先ほ どの共通点、 関連要因 とい う と こ ろ にはございませんで したが 、

臍帯脱出の対応についての医学的言鮖面を記載してお り ます。 ア と 致しま して 、 臍帯選納、

イ . 児頭先進部の挙上、 ウ . 急速東遂娩の方法な どを記載してお り ます。 こ ち ら に関 しま し

ては、 臍帯脱出後の対応 と い う こ と で、 色々 な行為がございますので、 後ほ どご審議頂い

て、 今後の提言に結びつけて頂 く よ う な内容 と して検討して頂ければ乙思います。

次、 8 ページの下5) と 致しま して、 これ ら について検討すべき事項と して記載されてい
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る も のを主に挙げてお り ます。 こ ち ら も説明 を割愛 させて頂き ます。

資料の内容について、 まず、 1 1ページまでは以上にな り ますので、 こ の後、 客員研究員

の市塚よ り ご説明 させて頂き ます。

○市塚客員研究員 それでは、 引 き続き ま して資料1 2ページ、 2 . 臍帯脱出に関する現況

と い う こ と で、 まず、 簡単に臍帯脱出について文章が書いてあ り ます。 こ の中で一般的に

は 3行割こあ り ますよ う に 、 横位、 顔位です と か、 そ う いっ た胎位異常に起き る こ と が多

い と い う こ と で、 また メ ト ロ イ リ ンテルの脱出後に も起こ り やす く 、 児が骨盤に嵌入する

以前の人工亙瑚莫でも起こ り 得る と い う こ と が書いてあ り ま して 、 これについては、 先ほ ど

御子柴のほ う か らお話があ り ま した よ う に 、 資料 3 のほ う にそれぞれオッズレシオを提示

して、 リ ス ク が高い と い う こ とを書いてお り ます。 今回は、 胎位については横位がオッズ

レシオ5 . 1 と 一番多いのですが、 今回のケースの場合“虹 が頭位であった と い う

と こ ろが C P にな り やすい体位と い う ふ う る こ言える と 思います。

また、 臍帯脱出が診断された場合は、 速やかな対処が必要 と される と い う こ と になって

お り ま して 、 まず、 これについては資料 1 、 1 2ページ中程に も あ り ますけれど も 、 診断さ

れた場合は速やかな対応が必要になって く る 。 そ して 、 速やかな対応に対しては経醐窒分娩

が可能であれば経鬮窒を ト ラ イする こ と も あ り ますが、 多 く の場合は緊急帝王切開を行 う と 。

ただ、 帝王切開を行 う 間 、 準備 してい る間は児頭を押 し上げる等の対応も必要で し ょ う と

い う こ と を 1 ) に書いてあ り ます。

これら臍帯脱出に対する診断対応についてのガイ ド ライ ン と い う のは、 探 してみた と こ

ろ 、 日本でも な く 、 欧米諸国で唯一あ り ますのが資料就こ も あ り ますR C O G 、 英国にお

け るガイ ドライ ン と い う こ と が策定されていますので、 それについての記載を 13ページの

ほ う に記 してあ り ます。

こ の 1 3ページに 白丸で羅列 してあ り ますけれ ども 、 こ の文言の後に (B) 、 ( し) 、 (D ) と

色々 あ り ますが、 これはそれぞれの項 目 る こ対するエビデンス レベル、 これは総説みたいな

ものですけれども 、 エ ビデンス レベルを示してお り ます。 Aが一番エビデンスが高 く 、
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B ･ C ･ D順にエ ビデンスが下がってい く と 。 し点については、 権威者の先生方のご意見

と なってお り ます。 こ の よ う を こ系統立てて臍帯脱出についてガイ ドライ ンが示 されている

も のが これ しかあ り ませんで したので、 R C O Gのガイ ドライ ンを載せてお り ます。

続き ま して 今罐1分析した中“圏砕い‘臍帯脱出が起こ る前‘メ ト ロ イ リ ンテ
ル、 も し く は人工櫛瑚莫が行われてお り ま したので、 メ ト ロ イ リ ンテル と人工葡瑚敷こついて

14ページ、 2) 、 3 ) で詳 し く 述べさせて頂いてお り ます。

メ ト ロ イ リ ンテルと い う のは 、 本体資料に も あ る通 り 、 単独使用でも24時間以内に90%

で分娩に至る と い う こ と で、 妊産婦への負担も少な く 有効 と い う ふ う に言われ、 日 本では、

特に我が国ではよ く 用い られている手法ですが、 短甥騨新と しま しては①~⑤の よ う に リ ス ク

も伴 う と い う こ と があ り ます。 と く に②臍帯の下垂 ･ 脱出 と い う こ と がかねてか ら言われ

ている こ と であ り ます。 そ う しま した背景も あ り ますので、 産婦人科ガイ ドライ ンの20 1 1

年版を一部抜粋してあ り ますが、 こ の分娩誘発の方法 と い う と こ ろ〉点線で次のページま

であ り ます。 つま り 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使 う 分娩誘発する と き には臍脱の可能性も含め

た I C を取 り ま し ょ う と い う こ と と 、 あ と臍帯脱出 と い う のは脱出する前に必ず先進部に

臍帯が存字在する と 、 破水する前に臍帯が存在していますので、 破水 した と き に臍脱が起こ

ら ない と い う こ と を予知する こ と が大切で し ょ う と 。 ですので、 予知する には経醐窒超音波

を用いて臍帯が卵膜の向 こ う 側にないかど う か見る こ と も確認しま し ょ う と 。

も う 1 つは、 モニターを装着する こ と 莅 こ よ り ま して、 臍帯下垂がある段階でも 、 やは り

心拍モニター異常が出 る可能性も あ り ますので、 分娩誘発の と き にはモニターをする と い

う こ と 。

あ と るま 、 これまでの例で も 、 超音波を用いて事前になかっ た こ と を確認した例です と か、

児固定後に石鯛莫を して も臍脱が起き ている例も あ り ますので、 こ う いっ た分娩誘発、 特に

メ ト ロ イ リ ンテルを使 う と き には臍脱が起き る と 、 リ ス ク 因子がな く て も起きて しま う と

い う こ と があ り ますので、 起き た と き に対応でき る よ う な 、 緊急帝王切開ができ る と い う

よ う な対応も事前に しておき ま し ょ う と い う こ と がガイ ドライ ンに書いてあ り ます。
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次、 3) 人工被膜につき ま しては、 これも 、 大切な と こ ろ を ピ ッ ク ア ップさせて頂き ます

と 、 やは り 事前に確翻聾超音波で臍帯下垂の有無を確認する こ と 、 また 、 児頭が固定 した こ

と を確認してか ら人工両瑚莫を しま し ょ う と い う こ と を書いてあ り ます。 以上が概況です。

続き ま し留キジ、 これが これまで“圏を出 させ‘頂いて 藤防止及び産科医療
の質の向上に向けて と い う 大切な と こ ろになる と思 う んですけれども 、 こ こ の文章、 上か

ら 5 行 目 、 やは り 緊急帝王切開等に よ る急速東遂娩が行われて も 、 やは り 臍帯脱出を一たび

起こ して しまいます と脳↑塑麻痺に至っている と い う 現実があ り ます。 ですので、 やは り 臍

帯脱出をでき る限 り 減 らすための周産期管理が必要と い う こ と です。 ですので、 臍帯脱出

する事例をな るべ く 絞る と と い う こ と です。

中段あた り 、 一方、 ガイ ドライ ンに則 した使用を実施していても 、 やは り 臍帯脱出を起

こすこ と がある と い う 現実も一方ではあ り ますので、 起 こ した際の緊急時の対応も踏ま え

た う えでメ ト ロ 、 分娩誘発を しま し ょ う と い う こ と が質の向上に向けて と いった と こ ろで

言いたいこ と " こな り ます。

また 、 最後、 中段よ り 下のほ う み こあ り ますけれども 、 児固定後に も人工欄莫を した後に

臍帯脱出を起こ してい る事例も ある と い う こ と で、 それに関 しての原因分析での記載によ

る と 、 やは り 児がいったん固定した後も妊産婦の移動や何かですき間ができ て 、 そ こ から

へそが出て く る こ と も あ り ますので、 な るべ く 移動は少な く してそ う いっ た処置を行 う 必

要がある の と 、 妊産婦の移動を伴わないで済むよ う に経覇箋超音波を分娩室に置いて破膜前

に行 う 、 メ ト ロ を入れる前に行 う と い う こ と がいいのではないかと い う こ と にな り ます。

そ う い う こ と を含めま して、 1 ) 産科医療関係者によ る提言 と 致 しま して、 まずメ ト ロ イ

リ ンテルの使用や人工石蜘莫の実施にあたっては、 幾 ら 内診や超音波で臍帯下垂がないこ と

を確認して も 、 荷瑚莫 した後に脱出を来した事例があ り ます と い う こ と をまず念頭に入れて

頂 く と い う こ と にな り ます。

①は、 そ う いっ た処置を行 う 場合は、 経醐鞭超音波、 臍帯下垂がない こ と をまず事前に行

う 。 行っ て 、 臍帯脱出がない と判断 して人工被膜を した場合でも臍脱が起こ り 得る こ と が
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あ り ますので、 異常時の対応を行 う と い う こ と 。 あ と みま 、 分娩進行中及び処置前後、 妊産

婦の移動を少な く するために超音波を分娩室に置いてお く のがいいのではないかと い う こ

と にな り ます。

分娩機関内で発症した臍脱の対応について、 (2) にな り ますけれども 、 な るべ く 発症 し

ないよ 引こずるのですけれども 、 も し実際発症して しま った場合は、 骨盤高位を取 り ま し

ょ う 。 あ と は血管攣縮を避けるために、 臍帯還紬はなるべ く 行わないほ う がいい と い う 記

載も あ り ます。 ですので、 臍帯選納を行 う のではな く て児頭先進部を上に挙上し帝王切開

に移新手する と い う こ と 。 あ と は、 発症 して しま った場合は緊急帝王切開が推奨 される と い

う こ と です。

(3) 、 今回も事例があ り ま したけれ ども 、 分娩機関外で発症した臍脱の場合は、 妊産婦

か ら電話があった場合は、 その場で骨盤高位 ･ 膝胸位を と らせる な ど来院までの対処法を

具体的に電話で指示しま し ょ う と い う ふ う “ こ させて頂いてお り ます。

2)学会 ･ 職能団体に対する要望 と しま しては、 こ の よ う にメ ト ロ イ リ ンテル使用例でも

臍帯脱出が起きているのが現実であ り ます。 一方で、 メ ト ロ イ リ ンテルと い う のは我が国

ではかねてか ら広 く 行われている 医療処置であ り ますので、 実際、 どの程度本当に リ ス ク

が高いのかど う か と い う こ と も含めて 、 メ ト ロ イ リ ンテルの使用状況について学会等で現

状把握して頂 く こ と を要望させて頂いています。 我が国にはあ り ませんので、 臍帯脱出の

管理に対する具体的なガイ ドライ ンを策定する 、 児頭が固定した後でも人工棚莫後に臍帯

脱出が起き る こ と も あ り ますので、 人工石瑚莫の適応基準、 こ う いっ た も の も学会 レベルで

再検討して頂 く こ と を要望させて頂 く と い う 形で本体資料の説明を終 らせて頂き ます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 今、 説明頂き ま した よ う に 、 今回は 3

つのテーマを一応予定は してお り ますが、 それぞれ 1 つ 1 つ大変重い重要な こ と であ り ま

して、 場合に よ っては 3 つ 目 のテーマの子宮収縮薬については十分な時間が取れないかも

しれませんので、 その場合には次回に回 させて頂きたい と思います。

まず、 最初の こ の臍帯脱出について、 今、 ご説明頂き ま したので、 委員の先生方のご議
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論をお願い したい と思います。 よ ろ し く お願い します。

0箕浦委員 は ‐ と お聞き しね ･んですが 、 ‘ ト 口 “事例を見を 、 比較白掴め注
入量が多いんですが、 前も質問 した と思 う んですが、 メ ト ロ の種類、 ああい う オバタ メ ト

ロ みたいに丸い ものなのかディ ス ク型の ものなのか、 そ う い う のっ て分か り ますか。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 情報、 分かっていますか。 メ ト ロ の種類は分か り ますか。

0事務局 御子柴) 事務局です。 今回ネ ロ を使用 “れた圏“ う ち 、 原因分搬告
書に記載がある も の と い う こ と ね こな り ますが、 がオバタ メ ト ロ を使用 してお り

まK 残 , “曲“不明 と い う " にな※お ' ますo
o箕浦委員 オバタ メ ト ロ については、 前に 、 私、 あ る裁判の意見書を求め られた こ と が

あって、 その文献を調べた ら 、 割 り か し、 オバタ メ ト ロ と い う も のがやっぱ り 多い よ う で

すね。

○池ノ 上委員長 使用が。 臍脱が。

○箕浦委員 ですから 、 臍帯脱出が多いのではないかな と い う 印象です。 自 分 自 身も昔オ

バタ メ ト ロ を使っていたこ ろは、 たま に臍帯脱出があって、 幸い見つけた人間が押し上げ

たま ま手術室に運んで助かっておるんですけれども 、 ですか ら 、 そ こ を も う 少 し調査 して 、

本当 にオバタ メ ト ロ が多いのであれば、 そ こ は一応注意を喚起 したほ う が再発防止 と い う

意味ではいいのではないかな と い う ふ う に思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 種類眠りのイ ンシデンス と いった も の も分かれば、

今後蓄積してい く と い う 方向で整理をお願い したいと思います。 他にいかがで し ょ う か。

○川端委員 資料No. 1 の 1 ページの表○-○- 1 ですが、 こ こ に背景 と い う こ と で一覧が

出ていますが、 コ ン ト ロ ールがあ り ません。 そ こ で、 それを コ ン ト ロ ールに した比較を し

て頂きたい と思 う んです。

ただ、 その例数が少ないので有意差と かそ う い う のは無理かも しれませんが 、 今後の進

展も考えます と 、 今回か ら も う 入れて検討していったほ う がいい と 思いますので。

o池ノ 上委員長 拗ヌ と う ございます。 原因分析が行われ量薑全体なン ,的“
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に して、 こ の臍脱を消す と い う か、 そ う い う ふ う み こ して と い う こ と です為 それはいかが

ですか。 分か り ますか。

0市塚客員研究員 人工概と知れ ･ う "でぬく く 臍脱 '團,い う 2で
し ょ う か。

。川端委員 囮を秘"をKいいかど う か“分か り ませんけれども ･ 要す‘
に、 これだけだと非常に視野が狭く て 、 何かち ょ っ と した例数で誘導されて しま う よ う な

と こ ろがあ り ますよね。 な るべ く そ う い う バイ アスがかか ら ないよ う な コ ン ト ロ ール的な

ものがほ しい と い う こ と なんですけれども 。

○池ノ 上委員長 この表、 先生がおっ しゃっ ているのは、 1 ページの表○一〇一 1 を こつい

てでございますよれ

○川端委員 はい。 そ う です。

。池上委員長 。れみ‘ついて こ “頻度を鬮で綾婦が何例、 頭位が何例･ 低出生体
重児が何例 と い う よ う な表ができ ますかと い う ご質問だと思いますけれども。

○市塚客員研究員 それはでき る と思います。

○上田理事 以前か ら小林委員か ら も こ の分析に当たって 、 脳↑幽麻痺をこなっ た事例の分析

ですので、 いわゆる コ ン ト ロ ール群 と の比較が大事である と ご意見をいただいていますの

で、 これは大き な課題頁であ り ます。 今、 制度見直しの検討を行ってお り ますが 、 その裁こ

ついて これか ら十分検討していき たい と思っています。

そ う いっ た中で、 今、 川端委員がおっ しゃいま した、 今回のデータ の中で比較する と い

う 、 そ う いった手法がいいのかど う か、 それはデータ と して出せますけれど も 、 ど こ まで

比較分析ができ るかは、 ご指導頂きたい と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 今、 川端委員 もおっ しゃった よ う " こ 、 数が少ないので、 その表

が出ただけで結論を出す と い う こ と みまでき ない と思いますけれども 、 脳′盤麻痺が起 こ った

患者さん と い う 前提の も と を こ臍帯脱出が起こ ったグループと 起こ ら ないグループと い う の

を 、 臍帯脱出の危険因子について比較 しま した と い う 、 そ う い う 見方はでき る かも しれま
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せん。

だけ ど も 、 本当 にそれを産科学的に我々 が提言 と して出すほ どのパワーが出て く るかど

う かは、 ち ょ っ と まだ分か ら ない と思います。 いずれに しろ 、 エ ビデンスが非常に少ない

事象であ り ますので、 何 ら かの形でそ う い う 参考にな る と い う よ う な こ と " こな る のではな

いかと思います。

小林委員、 いかがですか。 ご意見頂けますか。

○小林委員 恐ら く 、 今は厳密な コ ン ト ロ ールにはな ら ない と思いますけ ど、 臍帯脱出は

脳′盤麻痺に至る経路の 1 つですので、 基本的には、 起こ っ た事象、 脳性麻痺、 あ るいは低

酸素の状態 と 、 それか らそれが起こ ら なかった事例についてメ ト ロ の使用の頻度 と か、 そ

う い う も のを比較する のが、 いわゆ る疫学的な比較になる と思います。

○池ノ 上委員長 疫学的に厳密な コ ンクルージ ョ ンを出すとする と 、 やっ ぱ り そ こ までコ

ン ト ロ ールを しっか り 集めない と と いいますか、 観察 しない と 、 川端委員がおっ しゃ る通

り ･ しっか り した疫学と しは出てこ ない と思･ ･ますけれども 、 ただ仲可れ顛位･圏
と い う こ と る こな る と 、 頭位に臍脱が多いのかと い う ミ ス リ ー ド して しま う 可能性がある と

い う こ と を川端委員はおっ しゃ っ ているんだと思います。 も し出るんだっ た ら 出 して頂い

て、 またそれを委員の皆さ んで議論 して頂ければ≧思います。

○川端委員 私もそれが こ の報告書に載る よ う な質の も のか ど う か と い う こ 割ま別 と して 、

ち ょ っ と 全体を眺めてみたい と い う か。

○池ノ 上委員長 そ う ですね じやあ、 事務局、 よ ろ し く お願い します。

○事務局 (御子柴) はい。 次回、 お出 し致します。

○石渡委員長代理 実は、 こ の前か ら色々 出てお り ますけれども 、 実際にメ ト ロ イ リ ンテ

ルが どの ぐ らい使用 されているか と い う こ と の実数が分か ら ないんですれ こ こ に挙がっ

て く る のは脳′斑麻痺事例についてだけですか ら 。

そ こで、 こ の前も ち ょ っ と お話し しま した よ う に 、 医会のほ う で どの ぐ らい使われてい

るかと い う こ と についてアンケー ト を一応やる こ と になっ てお り ます。 9 月 7 日 ごろまで
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に集計したい と い う ふ う るむ思っ ているんですけれども 、 その内容については、 23年の分娩、

これを対象 と しま した。 メ ト ロ は、 今、 4 種類ほ どあ り ますけれども 、 フ ジメ ト ロ と それ

か らエム ノ ハヤシダブルバルーンですか、 あ と ミ ニメ ト ロ と ネオメ ト ロ 、 こ の 4 種類が一

応出ている んですけれど も 、 どの ぐ ら いの注入量を入れたか と か、 それか ら どのメ ト ロ を

使用 した と か、 あ る いは さ かのぼって過去 5 年間メ ト ロ を使用 した症例の中の臍帯脱出数

が どの ぐ らいあったか と か、 そ う い う よ う な こ と について一応アンケー ト調査を取ろ う と

い う ふ う に考えてお り ます。 9 月 の終わ り ごろにはあ る程度の こ と がお話しでき る のでは

ないかと思 う んですけれども 、 今、 医会はそ う い う よ う な動き を してお り ますので、 ど う

ぞよ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございます。 ぜひ先生それを進めて頂いて、 ま た こ の

委員会でもお教え頂ければ≧思います。 よ ろ し く お願い します。

他にはいかがで し ょ う か。

オバタ メ ト ロ はその中には入るんですか。

○石渡委員長代理 オバタ メ ト ロ は入ってお り ません。 恐 ら く 、 フ ジメ ト ロ の 中でフジメ

ト ロ っ て500 ぐ らい入れ られるんですれ 150以上は入れられるので、 そ こ の中で出て く る

ん じゃないかと思 う んです。 オバタ メ ト ロ を今使っている と こ ろは どの ぐ らいある か分か

り ません。 販売が されていないんですれ フジメ ト ロ と い う こ と で出てお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○川端委員 18ページの (2) の②です。 分娩機関内で発症 した臍帯脱出の対応について 、

臍帯還納は行わない と い う ふ う に載っ てお り ますが、 こ の根拠と 申 しま し ょ う か、 エ ビデ

ンス レベルと 申 しま し ょ う か、 それをはっ き り させない と 、 これは非常に断定的になって

いますので、 ち ょ っ と 心配 していますけれど も 。

○市塚客員研究員 事務局ですけれども 、 やは り 先生が危惧されてい る と こ ろは十分承知

してお り ます。 臍帯還納につき ま しては、 エ ビデンス レベルがない と い う と こ ろが行わな

いほ う が よ いだろ う と い う 根拠になっています。 臍帯選納の成功率がいいですよ と い う ェ
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ビデンスがないのが現状です。

一方、 臍帯選納ではな く て 、 児頭を拳上する こ と に よ っ て臍帯の圧迫を解除する と い う

こ と みこ関 しては有効であ る と い う エ ビデンス レベルがあ り ますので、 こ のR C O Gのガイ

ドライ ンのほ う に も 、 その よ う な観点か ら臍帯還納は行わずに臍帯圧迫を取るために挙上

しま し ょ う と い う ふ う に記載されてお り ます。 そ こ の と こ ろ 、 これはR C O Gの と こ ろか

ら の引用に近い記載になっ てお り ます。

○川端委員 このあた り の対応については、 今後の こ こ の委員会の方向性に も 関わるんで

すが、 エ ビデンス レベルをそ こ に付記する と か、 ちゃん と した参考文献はあるので し ょ う

か。 関連づけて書いてい く 必要がある と思います。

○池ノ 上委員長 今、 市塚先生が言われたよ う な こ と がみんなに分かれば、 理解可能だ と

思 う んです。 ただ、 行わないだけ来る と 、 えっ と い う 反応が十分予想 されます し 、 やっぱ

り そ こ ら辺はも う 少 し これをブラ ッ シュ ア ップ して、 最終的な報告書の中では理解して頂

ける よ う な形に してい く と い う こ と をお願い したい と思います。

やは り 、 時代の流れ と か歴史的な背景 と か様々 な も のが変わってきてお り ますので、 臍

帯選納を しなければいけなかった時代 と か、 そ う い う の も過去にはやっ ぱ り あ る わけで、

そ う いっ た と こ ろ を 、 今、 市塚先生がおっ しゃ った よ う な こ と をちゃん と説明 して頂けれ

ば、 そ こ ら辺は分かって頂ける ん じゃないかと思いますので、 文章にする と き にはまたそ

こ ら辺 よ ろ し く お願い したい と思います。

他にはいかがで し ょ う か。

○村上委員 18ページの (3) の分女鰯機関外で発症した臍帯脱出の対応について と い う と こ

ろで、 自 宅等で妊産婦さ んに多分判断を委ねなければいけない状況がそ こ に生 じて く る の

かな と思 う んですけれども 、 具体的に電話で指示する と いっ て も 、 私 自 身、 も しその場に

なった と き に 、 今、 ど う い う こ と を伝えた らいいのかな と い う のが余 り イ メ ージでき ない

し、 骨盤高位を取 り な さ い 、 膝胸位を取 り な さ ない と 、 その場で言って通 じるか ど う か と

い う と こ ろ も ち ょ っ と疑問なので、 む しろ こ の辺の臍帯脱出を妊産婦さ んが ど う 察知する
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のか と か、 妊娠期間中に どの よ う る こ妊産婦指導を した ら いいのか と い う よ う な と こ ろ は、

む しろ 、 学会や職能団体に対する要望の と こ ろで具体的に考えて下さ い と い う ふ う な内容

を入れて頂いたほ う がいいのかな と思っ て聞いていま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 そ う ですれ イ メ ージが 中々一般の方には分か

ないかも しれませんれ 学会 ･ 職能団体に対する要望には、 その部分は触れていないんで

す黄熟 いわゆ る保健指導の含みの中に。 それは、 やっ ぱ り 入れたほ う が親切ですれ そ

こ をまた先生、 考えて頂けますか。

○岩下委員 今、 職能団体のお話が出ま したが、 再発防止委員会 と しては、 学会 と か職能

団体のほ う に色々調査を してほ しい と 要望されますが、 石渡委員長代理のほ う でも医会の

ほ う で調査する と い う こ と ですが 、 臍帯脱出 した妊産婦さ ん 自身が ど う い う 感覚の と き に

医療機関に連絡を取る と か、 文献に も ないよ う な こ と は結論が出ない要望が非常に多いで

すね

それか ら 、 産科婦人科学会に関 しま しては、 母集団の大き な分娩数を扱いますけれども 、

学会 ･ 職能団体に対する要望を全て角防折する 、 何か有意差を出すよ う な こ と みま中々難しい

ん じゃないかと思います。 石渡委員長代理が先ほ どアンケー ト を取る と言った対象は、 ど

の よ う な施設でし ょ う か。

○石渡委員長代理 全ての分娩を扱っている 医療機関に対して取 り ます。

○岩下委員 回収率が どの ぐ らいか と い う よ う な こ と 、 個人で開業でお産を扱ってい る と

こ ろの回答が主体にな るのか、 総合周産期センターか らの回答があれになる のかに よ って

も 、 かな り バイ アスがかかったデータ にな るん じゃないかな と い う こ と を懸念 してお り ま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 当然、 今の段階で学会 と しての学術的な見解

を示 して頂 く と い う こ 刻ま中々難しい問題がた く さ んあろ う かと思いますけれども 、 例え

ば今の よ う な先生のご提言で、 妊産婦 さ んが 自 分の家か ら臍帯脱出を医療機関に言ってき

た と き に ど う い う 表現になっているかと か、 そ う い う のは我々 も知 り たい情報だろ う と恩
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う んですね。 必ず しもそれが学術的に有意差があ る と かない と か と い う 議論ばか り でな く

て 、 実際の言葉 と しては、 何例中何例はこんな こ と を訴えてお られま した と か と い う のは

我々 のほ う でも ま と め られるだろ う と 。 そ う いっ た こ と を参考に、 医会 と か学会 と かでも

教育の一端にそ う い う こ と を入れて頂ければ と 。 学術柵:究 と はまたち ょ っ と ニュア ンスの

違ったこ と ではないかと 思 う ので、 そ う いった こ と を ご検討頂いて 、 いや、 これはまだ難

しい と か、 これはまだまだと かい う よ う な こ と をまた返して頂ければ、 また我々 のほ う で

もそれに対する例えば原因分析委員会への希望だ と か、 我々 の再発防止委員会で さ ら にこ

う いっ た こ と を委員の先生方 と議論して頂きたい と かい う よ う な方向に進むこ と ができ る

のではないかと思います。 あ く まで産婦人科学会は学術集団 と してのそのご意見を出 して

頂ければいいん じゃないかと い う ふ 効こ思います。

○隈本委員 私、 前か らの持論なんですけれど も 、 こ う い う まれに発生する事例 と い う の

は 、 例えば大規模に調査を して も数は少ない と か、 あ るいはこ う い う 患者に と っ て よ く な

い出来事と い う のは、 前向き に研究計画を立て る こ と ができ ないわけですか ら 、 我々 の持

っている脳!艶麻痺事例がま 割こその情報の宝庫で して、 これはやっ ぱ り 原因分析のために

最低限必要な情報しか頂いていないわけですよ 又為 ただ、 先ほ どメ ト ロ の大き さ が ど う だ

と かメ ト ロ の形が ど う だ と い う こ と も こついては、 余 り 原因分析に関係な さそ う と い う か、

直接原因ではなかろ う か ら と い う こ と で、 それ以上の情報は貰っていない と 。 それは制度

上もそ う だと思 う んですが。

先ほ どおっ しゃ っ た よ う な、 例えば臍帯脱出がある直前の妊産婦さんの 自 覚症状って ど

う なんだろ う と か、 何か特徴的な も のがある んだろ う かみたいな調査 と い う のは、 む しろ

こ っ ち側か ら能動的に 、 つま り こ の産科医療補償制度の よ さ と い う のは全例把握ですか ら 、

臍帯脱出が起こ った人があ と 2 ~ 3年でこれでい く と 10例 と か1 5例 と か出て く る可能性が

ある わけですが 、 その人たちに も う 一度調査をする と 。 ど う い う 状況の中で生まれたのか

と か、 それか ら分娩機関に対 して も ど う い う 状況でメ ト ロ イ リ ンテルを入れて脱出 したの

か と調査 してみてはいかがで し ょ う 。 原因分析委員会では、 カルテに書いてあ る分につい
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ては一応分析 しているんですけれども 、 カルテに書いていない と こ ろは分か ら ないんです

よね。 分か ら ないか ら評価でき ないみたいに書いてあ る と こ ろ も あ るんです。 我々 と して

は原因分析と い う と こ ろ と切 り 離して 、 再発防止 と い う 面でこの委員会がその事例を基に

調査する と い う 、 そ う い う こ と を今後やって頂き たいな と思っているんです。

先ほ ど、 メ ト ロ イ リ ンテルの全国調査が行われている と い う こ と で非常に前向き だと思

う んですけれども 、 同時に こ う い う 臍帯脱出の直前の状況 と か、 メ ト ロ イ リ ンテル脱出か

ら臍帯脱出までの時間 と か、 そ う い う も のは具体的な事例を我々 が持ってい る わけですか

ら 、 そ こ に調査チームを作ってい く と い う 、 そ う い う 発想が再発防止のためには絶対必要

だと思 う んですが、 将来的にぜひ考えて頂き たい と思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 実は、 さ っ き 出 して頂いたR C O Gの リ コ メ ン

デーシ ョ ン、 エ ビデンス レベルに基づ く リ コ メ ンデーシ ョ ンの中に、 A ･ B ･ C ･ D と い

う レベル 1 か ら挙げているんですけれども 、 一番最後に、 エ ビデンスはないんだけれども

オー ソ リ テ ィ の意見、 あ る いはベテ ラ ンの意見、 こ う い う 意見があ る と い う のは、 やっ ぱ

り 載せざる を得ない う よ う な と こ ろがあ るんですれ 実際の産科医療の中で しっか り エ ビ

デンス ･ ベース ドまで攣り達している事柄はそんなに多 く ない と い う 現状も あ る と 。 そ う す

る と 、 キ ャ リ アがた く さ んあっ て経験がた く さ んある人たちはこんな こ と を言っている と

い う よ う な こ と を英国の リ コ メ ンデーシ ョ ンには載せている と い う と こ ろを見る と 、 中々

サイエンティ フ ィ ッ ク な分析ばか り では追いつかない現状があ る と い う と こ ろ も あろ う か

と思 う わけです。 そ う いっ た と こ ろ も 、 こ の委員会 と か、 あ る いは原因分析委員会 と かが

でき る限 り の こ と を して、 少な く と も ミ ス リ ー ド しない よ う な と こ ろは しっか り 担保しな

が らいかない と いけない と思いますけれども 、 あ る情報は出 してい く と い う こ と は必要な

こ と だろ う と 思います。

○隈本委員 おっ しゃ る通 り で、 すでにあるエ ビデンスか ら は 、 と て も こ う い う ふ う に言

えるかど う カメ分か ら ないみたいな も の も ある と思 う んですが、 それは、 恐 ら く 、 こ う い う

まれに起こ る有害事象みたいな ものは、 大規模調査を して もだめだし 、 ま してや倫理的に
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考えて前向き に介入調査をやってみる よ う な こ と は不可能です黄姦 でっかいオバタ メ ト

ロ がいいのか小 さ いも のがいいのか、 でっかいの と小 さ いの と 両方入れてや り ま し ょ う み

たいな調査はやっ ぱ り でき ないわけで、 しかもその中で 1 万例に 1 例 ぐ らい しか臍帯脱出

が起こ ら ない とする と 、 これは有意差を取る のは無理なので、 やっぱ り そ う い う 研究計画

はでき ないです長九

ですから 、 実際に起こ っ た出来事か ら振 り 返っ て、 ず う っ と色々 なその と き の入れ方 と

か感覚 と か、 その と き の 目 を離した時間 と か、 そ う い う も のを全部統計を取っていけば、

その少ない例か らでも何か言える こ と が出て く る可能性があ り ます。 そ う い う 意味で ｢発

生 した事故か ら振 り かえる ｣ と い う こ の委員会の性質上、 やは り 追臓痂調査は欠かせない と

思 う んです。 要する に 、 せっか く これだけの具体例を持ってい る のは世界中に こ の委員会

しかない と思 う んです黄熟 この委員会の先生方が、 何 ら かの方向を も っ て追臓癌凋査 して

分析してい く と い う 、 そ う い う 方向性をぜひやっていただき たい。 こ う い う 事例なんかは

ま 割こそ う だと思 う ので、 統計的に扱えない こ う い う も の 、 エ ビデンス レベルを高め る こ

と が原理的に不可能なも の と い う も のをぜひ追跡調査ではっ き り させて頂きたい と い う ふ

う に思います。 上田先生、 ぜひお願い します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 確かにエビデンス を世界中の色々 な論文に当た

って もそんなに出て こ ないんですね、 臍帯脱出 と い う のは。 ですか ら 、 そ う な る と 、 今、

隈本委員がおっ しゃっ た通 り 、 こ こ にある情報をいかに我々 がき ち っ と対応するか と い う

こ と も ある種や ら なければいけないデューテ ィ の 1 つなのかも しれない と い う ふ う に思い

ます。

他にいかがですか。

○石渡委員長代理 医会でアンケー ト調査をする と い う こ と なんですけれども 、 やは り ア

ンケー ト をやる以上は回収率を上げなき やいけない と い う こ と で、 余 り 細かい情報まで求

め る と 、 恐 ら く 回収率は悪 く なって く る と思 う んですよ ;熟 医会は最低今この こ と を考え

ています。 23年度のメ ト ロ の使用症例の≧蚊 それから過去 5 年間のメ ト ロ使用症例におけ
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る臍帯脱出数、 これは 5 年間です。 それか ら平成23年度のメ ト ロ使用以外の脱出菱挽 脱出

が恐 ら く 04~0 . 8%の頻度で起き る と い う こ と ですか ら 、 全体には年間 1 , 00 0 ぐ らいある

わけですよ 。 だけ ど、 脳小型麻痺に至 らずに回避できた症例は、 数か ら言えばはるかに多い

わけです。 それで、 過去 5 年間のメ ト ロ使用以外での臍帯脱出、 臍帯脱出について もその

数だけはき ちん と把握 し よ う と い う 、 そ う い う データ の取 り 方を し よ う と 考えています。

そ こ が何時間たって と か、 ど う い う 印象があった と か、 そ う い う こ と ま で細か く 書いてい

く と 、 恐 ら く 回収でき な く なっ て く る と 思 う ので、 今回はそ う い う 実際の実数についてだ

けき ちん と把握したい と い う ふ う に思っています。

○魚冨霧委員 産科の領域の専門ではないので失礼な質問になって しま う かも しれませんが 、

2 点基本的な こ と を教えて下さい。

1 2ページで、 今回、 R C O Gのガイ ドライ ンの紹介が されていて、 ｢諸外国において

は｣ と い う 文章があるのになぜイ ギ リ ス のガイ ドライ ンだけが引用 されている んだろ う と

思いなが ら読んでき たのですが、 先ほ ど 、 これ しかない と い う お話を伺って、 な る ほ ど改

めてそれが こ の問題の難し さ なのだろ う な と も思いなが ら拝見 していま した。

ただ、 こ こ に載せる以上、 これ しかないか ら載せる のではな く て 、 特に後半、 1 8ページ

で、 学会 ･ 職能団体に対する要望と して ｢ (2) 具体的なガイ ドライ ンの策定｣ を要望する

わけですか ら 、 こ のR C O Gのガイ ドライ ンがそれな り る こ こ の委員会の中でポジティ ブに

評価 されてい る と思って よ ろ しいので し ょ う か。 こ こ で言お う と している 、 ガイ ド ライ ン

の策定を要望 と している と い う こ と の具体的なイ メ ージが 、 こ のR C O Gのガイ ドライ ン

なのであ る と い う こ と を前提に してのご紹介 と い う こ と にな る ので し ょ う か。 先ほ ど 、 ! I I

端委員のご質問に も ｢ こ こ にあるエ ビデンスが｣ と い う ご返答だったので、 これが評価さ

れている ら しい こ と は理解を しているのですけれども 、 そ こ を教えて下 さい。

それか ら も う L点、 同 じ く 1 8ページの学△ ･ 職能団体に対する要望の ｢ (3 ) 人工石瑚莫の

適応基準について学会 レベルで再検討する ｣ と 書いてあ る 、 こ の再検討と い う のは、 具体

的には、 1 5~ 1 6ページにあ る今のガイ ドライ ン20 1 1の ｢児頭の固定確認後に行 う ｣ と い う
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と こ ろに、 何 らかの形で確認後に も起こ り 得る と い う こ と を書 く と い う こ と なので し ょ う

か。 こ の 2 ,点を 、 すみません。

○市塚客員研究員 まず、 L点 目 ですけれ ども 、 やは り 系統立ててメ タ アナ リ シス を行っ

たガイ ドライ ン と い う のは、 事務局で探した と こ ろ R C O G しかなかった と い う こ と が 1

つです。

あ と も う 1 つは 、 やは り 我が国特有 と いいま し ょ う か、 こ の リ ス ク フ ァ ク タ ーの と こ ろ

を見て頂いて分かる と思 う んですけれども 、 メ ト ロ挿入 と い う こ の手法ですれ これは割

と我が国で独特と いいま し ょ う か、 我が国では割 と広 く 用い られていて、 欧米ではそれほ

ど使われていない手法なんですね。 なので、 こ の R C O Gである程度エ ビデンス レベルが

全て示されて記載されていますので、 そのエ ビデンス レベルが高い と こ ろに関 しては、 や

は り それな り のポジティ ブな評価を していい と思 う の と 、 あ と は先ほ ど池ノ 上委員長がお

っ しゃ っ た よ う に 、 それほ ど多いも のではないので、 到底R C T なんか倫理的に もでき ま

せんか ら 、 ど う して も権威者の意見 と い う の も尊重 しなき やいけない と い う こ と があ り ま

すので、 R C O G は基本的にはポジテ ィ ブに考えて 、 あ と 我が国特有のメ ト ロ等々 も含め

た新たなガイ ドライ ン と い う こ と を 目 指 していった ら いいのかな と い う ふ 効こ考えている

と こ ろです。

現状のガイ ドライ ンでは児頭衞鶴認後に行 う と い う こ と で文章は締めてあ り ますけれど も入

やは り 児頭確認後にも起こ る こ と があ り 得る と い う こ と を明記 して頂け る と いいかな と い

う ふ う に考えています。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 こ のR C O Gの 1 3ページの これですけれども 、 こ

れはR C O G が出 してい る文章を事務局のほ う で 日本言寄こ して頂いてお り ま して 、 私 も-

応 目 を通 したんですけれども 、 先生方に これを 、 今、 事務局か ら説明があった よ う な視点

でも う 一度これを ご覧頂き たい と い う ふ う む こ ,思います。 それで、 色々 な表現が してあ り ま

すが、 これについてち ょ っ と違 う ん じゃ ないの と か、 日 本的に言 う と これは無理だな と か

い う よ う な と こ ろがあ り ま した ら 、 また ご指摘を頂ければと い う ふ う に思っ てお り ますの
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で、 よ ろ し く お願い致します。 他に。 藤森委員。

○藤森委員 確認させて頂いて よ ろ しいですか。 資料 2 ですけれど も 、 人工石瑚莫の と こ ろ

で、 実施前の母体移動 と書いてある んですけれども 、 これは実施後の母体移動ではなかっ

たでしたっ け。 外来で庖瑚莫して動か して と い う ん じゃなかったで したっ け。 私の記憶だ と

そ う だっ たんですけれども。

それか ら 、 自 宅で夜助k している人たち と い う のは、 そ う いっ た意味では人工被膜じゃな

いですけれど も 、 目 炙瘤随膜と い う か 目 タ桝皮水 した後に動いた と い う 、 自 宅ですか ら動 く と

思 う ので、 そ う いっ た意味で、 例えば、 我々 も破水した ら余 り 動かないよ う & こ してき な さ

い と か指導する こ と はある と思 う ので、 特に早産期にある人が破水 した場合、 も し く は超

音波で骨盤位、 体位異常が疑われていた と き に石助k した と いった場合には、 と るこか く すぐ

来な さい と い う こ と は言 う わけです寿為 なので、 多分、 僕の記憶に よ る と 、 実施後の母

体移動だった よ う な記憶があるんですけれど も。 そ う する と 、 その く く り か らする と 、 破

水後はなるべ く お母さ んは動かさ ないほ う がいい と い う 、 動かないでな るべ く 早 く 受診し

な さ い と い う 保健指導にはなる と思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) 事務局です。 本 日 、 第 1 回 と第 2 回の報告書を資料と してガイ ドラ

イ ンの上に準備 させて頂いてお り ます。 第 1 回の報告書の と き にテーマに沿った分析の-

部 と して臍帯脱出を取 り ま と めてお り ま して 、 その記載の6 1ページに、 こ ち ら と 同様 と い

う か、 似たよ う な形の表を記載してお り ます。 こ ち ら のほ う に も 、 人工破膜と い う 欄の中

に人工破膜前の母体移動 と い う こ と で 3 個の共通点 と してお示 し してお り ま して 、 こ の人

工被膜前の母体移動 と い う も のが示す意味 と 致しま しては、 超音波な どで臍帯下垂の有無

を確認した り です と か、 内診を した後に母体移動 してその間に 、 臍帯下垂がなかったかも

しれない後に母体移動によ って児頭が浮動 した り 臍帯が移動 した り と か と い う こ と で下垂

して、 その後に人工被膜が行われて脱出 した と い う こ と が前回共通点 と い う こ と で取 り 上

げてお り ま して 、 それと 同 じ観点で 8 件についての状況をお示 し した と い う 経鞠曄でござい

ますので、 自 宅で発症した場合のその母体移動 と い う のは 、 も ち ろん別の観点ではデータ
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と してま と め る こ と はでき るかと思 う んですが、 こ ち ら の表の意味と致しま しては、 その

通 り と なってお り ます。

0藤森委員 確かにその通 り で したれ でも 、 どれも荏助k した後 も動いています黄熟 被

膜した後も動いていますよれ それは事実ですよれ 私も こ の第 1 回の報告書の表をち ょ

っ と 忘鰍ノていた と い う か、 覚えがなかったんですけれども。

○上田理事 6 1ページです。 第 1 回報告書の。

○藤森委員 見ま した。 見ま した。 なんですけれども 、 破水後 も動いていますよね。 人工

破膜後も動いていたと思 う ので、 今、 事務局がおっ しゃ った よ う る こ 、 確認した後に人工破

膜前に動いたか ら臍帯の位置が変わっている と い う のは確かにそ う かも しれませんけれど

も 、 も う 1 つの観点か ら言 う と 、 破水 した後に動いて臍帯が脱出 した可能性も あ る と い う

こ と ですね。 特に体位異常の時なんかは、 我々 、 そ う 言いますので。 指導しますので。

○市塚客員研究員 そ う しますと 、 分析の-カ ラ ムで前後で、 後のほ う も カ ラ ム を加える

こ と は可能ですので、 そ う いった見方も検討して記載させて頂き たい と思います。

○箕浦委員 事務局にお聞き したいんですが、 不勉強で申 し訳あ り ません。 メ ト ロ イ リ ー

ゼ と かメ ト ロ イ リ ンテルと か、 いかに も ドイ ツ語的なあれで、 も と も と ドイ ツ語じゃ ない

かと思 う んですけれども 、 ドイ ツではこ う い う も のっ て ど う なっている カメ分か り ますか。

○事務局 (御子柴) ドイ ツにおいて と い う こ と を こ関 しま しては、 知識不足でございま し
　 　 　

て ご返答が難しいですが、 今回 と り ま と める に当た り ま して 、 日 本の教科書を幾つか引用

させて頂いてお り ます。 そち ら にはメ ト ロ イ リ ーゼ法です と か、 方法についての総論と し

てはメ ト ロ イ リ ーゼ と い う 言葉を引用 されてお り ま して 、 そのメ ト ロ イ リ ーゼにおいて使

う 物品に関 しては 、 メ ト ロ イ リ ンテルと い う こ と で使われている こ と が多かったかと思い

ます。 ただ、 メ ト ロ イ リ ーゼ と メ ト ロ イ リ ンテルの使い分け と い う のが 、 それで正しいか

ど う か と い う のに関 しては、 こ の後可能な限 り で調べ させて頂き たい と思います。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 何かそ こが僕も ち ょ っ と気になっ てはいたんですけれ

ども 、 非常にあいまいに使われているんです為 ｢メ ト ロ イ リ ンテルを挿入｣ と か と い う
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のがあった り と か、 ｢ メ ト ロ イ リ ーゼを行 う ｣ と かい う よ う な表現も あった り 、 日 本語の

教科書の中 も余 り 統一は されていないよ う ですね

○市塚客員研究員 事務局のほ う でその辺のター ミ ノ ロ ジーを正確に調べさせて頂き ます。

○池ノ 上委員長 お願い します。 藤森委員、 記憶 してお られる あれは、 それこそメ ト ロ イ

リ ンテルを入れて、 その後動いたん じゃなかったですかね。 そ して臍帯脱出が起こ った と

い う ケースがあったん じゃなかったですかね

○藤森委員 ええ、 メ ト ロ が滑脱して、 その後。

○池ノ 上委員長 入れて動いて滑脱して脱出。 その後何時間か して。

○藤森委員 亙瑚莫して じゃなかったで したっ け。 不確かな と こ ろがあ る ので、 ち ょ っ と確

認して頂いて。 ただ、 被ヲ水後にも動いた と い う確かに項 目 をつけて頂け る と 、 自 宅破水し

た人たち も あ る意味 く く っ て指導でき る かな と い う 気は したも のですか ら。

○池ノ 上委員長 ただ、 破水後には絶対動かない と い う のがいいか ど う か と い う 、 エ ビデ

ンス レベルがまた問題になって く る んですよ ンa

o藤森委員 確かに、 そ う かも しれないですけれども。 で も 、 葡放火後に早 く 来な さい と い

う か、 分拶鋤輯段を早く 受診 しな さい と い う こ と は間違いはない と思います。

○池ノ 上委員長 それは間違いないと思います。

○藤森委員 動 く こ と がいけないかど う か と い う のは、 ま たエビデンス と言われる と 、 ち

ょ っ と難 しいかも しれません。

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と そ こ はまた微妙な と こ ろがあるかも しれません。 他にはいかが

で し ょ う か。 ち ょ っ と 時間がずいぶんたっちゃいま したが。

0勝*･矮≦員 幾つか質問 させて頂きたいんですけれども 、 メ ト ロ のその種類についてです

が、 こ こ で注入量と かは書いてある けれ ども 、 先ほ どもお話があ り ま したけ ど 、 分か ら な

いんで し ょ う か。 例えば、 メ ト ロ っ て 、 異常分娩 と い う こ と で保険請求 と か、 そっ ちで分

かった り 、 社会保険診療行為別調査 と かで出ていた り 、 そ こ では商品名で記載されていた

り と か、 そんな こ と はないんですか。 どなたかがおっ しゃ っ ていま したけれども 、 も し こ
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のメ ト ロ の種類 と い う も の も分かる な ら追いかけてい く 方が 、 何かそ う い う 形の こ と をや

っている ほ う が糸聯響こ]事例か ら再発防止策を探ってい る と い う 意味でも 、 こ こ はも しか し

た ら世界的にも非常に意味のある こ と を しているかも しれないわけなので、 何かそ う い う

のが分か ら ないのかな と い う こ と が 1 つです。

も う りは 分娩誘発“有無“霊と書いてぁ荻ですけれどもこの分娩誘発 と い う
のは ど う い う こ と を指 して分娩誘発 と言っているのかを教えて頂き たい と思 う んですけれ

ど も 。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。

まず、 山点 目 ですが 、 メ ト ロ イ リ ンテルの種類に関 しま しては、 原因分析報告書に記載

があ る も のに関 しては可能な限 り でデータ を蓄積してお り ますので、 それに関 して今後事

例が蓄積していった段階でど う いっ た種類の も のを使っている と い う 傾向を取 り ま と め る

こ と は可能でございます。

今回の鬮鬮鬮につき ま しは、 先. ど“が夕 , ト 。圏と不明.棚とい う こ
と にな , ます“で、 そ“鬮の内訳を今回の ･ ち ら の-覧表に記載する こが ど う か と い
う こ と る こ関 しては、 先生方のご意見を頂戴したい と思います。

保険と の兼ね合いに関 しま しては、 申 し訳あ り ません。 今回は知識不足でご返答ができ

ませんけれども 、 診療録に記載があ る も のに関 しま しては原因分析報告書に記載 されてい

る と い う 整蜜習目を してお り ます。 記載があ る も のについてはこ ち ら再発防止におけるデータ

と して蓄積してお り ますので、 今後も追って行っていき ます。

先ほ どもお話があ り ま した通 り 、 追臓掘凋査 と い う こ と に関 しては制度全体のこ と に も な

り ますので、 また検討させて頂き ますが、 可能な範囲で分かるそ う いっ たデータ に関 して

は、 メ ト ロ の注入量も使用方法の 1 つかと思いますので、 分かる も のに関 してはデータ を

蓄積してお り ますので、 必要があればこ ち ら の表に加えてい く こ 割ま可能でございます。

今回注入量に関 しては実際のこ ち ら の表にも記載してお り ます。

あ と 、 ま と めて ご返答させて頂き ます と 、 先ほ ど、 自 宅においての発症の状況 と い う こ
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と でご質問 ･ ご意見等頂いてお り ま して 、 資料 1 の 3 ページのほ う る こ 、 教訓 と な る事例 と

い う こ と で、 まず事例 2 と い う と こ ろ に 、 自 宅で発症 した事例を具体的に記載させて頂い

てお り ます。 こ ち ら のほ う に妊産婦さ んの主訴 と して 、 へその緒の よ う なも のが 3 cm ぐ ら

い輪っか状に膣か ら出ている こ と を分娩機関に連絡し と い う こ と で、 実際に こ の よ う に報
　

告されてお り ま した。 先ほ どの資料 2 の一覧表に 自 宅で発症した も のが今回圏圏ご さいま

すので、 妊産婦の主訳 と い う こ と で新たにセルを設けま して 、 そち ら に具体的に記載する

と い う こ と で対応ができ るかと思いますので、 そち ら も次回の資料“こ反映させて頂きたい

と 思います。

前回第 2 回の報告書では、 早荊を発症した妊産婦さ んの実際の訴えな どを一覧表でま と

めま した。 再発防止 と しては具体的な記載内容を示 してい く と い う こ と がまず第一段階で

すので、 その よ う な形で対応致しま したので、 今後、 臍脱に関 して も事例が蓄積していっ

た段階でその よ う な事例を多 く 記載する こ と も可能にな るかと思います。

言靜二転三転致しま しが、 臍脱の分娩誘発の圓の内訳でございますが 、 分娩誘発は
再発防止におき ま して、 メ ト ロ イ リ ンテルの使用 、 ラ ミ ナ リ アな どの吸湿性の経管拡張剤

の使用 、 子宮収縮薬の使用 、 人工庖期莫の実施な どを 、 陣痛が起こ る前に行った ものを分娩

誘発 と してお り ますので、 それが何件あったか と い う のが と い う 数になっ てお

0勝村委員 この資料 2 を見る と 、 メ ト ロ の使用があ り がり ますo 囲 でネハテ
足蹴、 呂もて “･‘““ 鬮 “。“対語まねぶ
これがメ ト ロ も人工葡瑚莫 と子宮収縮薬と 、 その 3 つですか。

○事務局 (御子柴) 分娩誘発の種類 と い う こ と ですか。 人工破膜と メ ト ロ イ リ ンテルの

使用、 吸湿′ト鰯蚤管拡張剤、 ラ ミ ナ リ アな ど と言われる も のの使用 、 あ と みま収縮薬の使用 と

人工瓦瑚莫 と い う こ と にな り ます。

○勝村委員 人工被膜の他、 全部で 5 つ。 4 つ。 も う 1 回、 すみません。

○事務局 (御子柴) 人工破膜、 メ ト ロ イ リ ンテルの使用、 ラ ミ ナ リ アの使用 、 収縮薬の
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使用。

○勝村委員 4 つで した九 人工被膜を 2 回言いま した長鸚 4 つです乱 そ う した ら 、

それを分娩誘発の有無 と い う 欄を 2 つに割って、 ラ ミ ナ リ ア と 子宮収縮薬に分けてほ しい

です九 そ う い う 意味な ら 。

○上田理事 4つですので、 こ こ に 2 つあ る ので、 こ っ ち を ラ ミ ナ リ ア と 。

0勝村委員 ラ ミ ナ リ ア と 子宮収縮薬。 子宮鰈楽が使われ‘いるα量島う ち 。れ
　 　 　 　 　　　　 　　　　 　　　 　 　 　

で、 ラ ミ ナ リ アが使われている のが鬮圏圏の どれなのかと 。 そ う じゃない と 、 分娩誘発の

意味が こ の表では読めない、 分か ら ないです黄熟

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 分娩誘発の実施の有無 と い う セルの中に 、 何の手

段が行われたか と い う のが分かる よ う る こ明記 した形の表にする と い う こ と で よ ろ しいで し

ょ う か。

○勝村委員 メ ト ロや人工葡硼莫も含めて言っているんだった ら 、 分娩誘発 と い う 言葉はい

ら ないんじゃないですかね ラ ミ ナ リ ア と子宮収縮薬 と い う 欄を 2 つずつ設け る で、 それ

ら をひっ く る めて分娩誘発 と い う 、 上に も う 1 個大き なカテ ゴ リ ーを作って も ら っ て。

○事務局 (御子柴) はい。 その よ う み こ致 します。

○勝本･援≦員 そ う する と今すぐには、 それぞれが幾つかは分か ら ないですか。 どれが ラ ミ

ナ リ アで、 どれが子宮収縮薬か。

0事務局 御子柴) こ “ の中でラサ労を使用 した も の ,量ぬは しで 子
宮収縮薬を使用 した も の “ にな り ます。

○勝村委員 どれですか。

○池ノ 上委員長 その よ う な表を作っ て頂いて、 また ご議論頂ければいいですね

○小林委員 勝村委員の最初のほ う の質問ですが、 私も以前その こ と を重要だと思いま し

て、 まず、 メ ト ロ の出荷数を厚労省にお伺い して、 一応の数を以前の会議でト報告 しま した

けれども 、 その後、 委員の先生方に聞いた ら 、 メ ト ロ と い う 商品以外のメ ト ロ に相当する

も の もかな り あっ て 、 そのメ ト ロ と い う 商品名で数えて も正確な数は把握でき ない と 。
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それか ら あ と 、 出荷されていて も結局使われないも のがかな り あ る と い う こ と で、 その

出荷数では正確な推定ができ ない と 。

それか ら 、 勝村委員が話を した社会医療診療行為別調査は、 保険診療を した出産だけな

ので、 自 由診療のほ う がそれで把握でき ないの と 、 あ る 1 年間の 1 カ月 分なので数が非常

に少な く なっ て しまいますけれど も 、 それか ら あ る程度推計はでき る と思 う ので、 も し必

要があれば、 事務局のほ う か ら厚労省のほ う にお願いをすれば、 データ はも ら える と思い

ます。 その場合は、 メ ト ロ と い う よ り は、 そ う い う も のを挿入した手技 と い う も のの件数

を調べればいいんだと思います。

それか ら あ と 、 疫学調査のほ う は 、 石渡委員の されている調査が一番確実だと思います。

調査 と しては前向き じゃ な く て後ろ向きだ と い う こ と にな る と思います。 記憶に基づいて

総数を推計して。 やっぱ り 重要なのは、 メ ト ロ を挿入 して臍帯脱出に至ったのが どの ぐ ら

いの割合があ るか と い う の を出 して頂 く のがいいん じゃ ないかと思います。 メ ト ロ で臍帯

脱出になった場合、 メ ト ロ を使っている と い う こ と が 1 つの条件にな り ますので、 産科医

はその分注意力が増 しますので、 早期発見して低酸素に至 ら ない と い う か、 早めに防止で

き る こ と も あ り えますが、 まずは、 メ ト ロ と 臍帯脱出が どの ぐ らい関連 しているかと い う

の を出すのが一番いいのかなと思います。

○石渡委員長代理 それは出す予定になっていますので、 後でご報告します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 臍帯脱出については、 ずいぶんた く さ んお話

を伺いま した。 今 日 、 お手元にお渡しできた こ の臍帯脱出に関する資料はまだまだ最初の

フ ァース ト ドラ フ ト であ り ますので、 先生方また これを ご覧頂き ま して 、 また事務局のほ

う に ご意見をお寄せ頂きたいと思います。

○勝村委員 1 つだけいいですか。 これの 2 ~ 4ページに、 事例 1 、 2 、 3 があ り ますよ

れ 以前、 子宮収縮剤を使っている事例な ら ば、 こ の事例の中に淡々 と一言、 子宮収縮剤

の何々 を こ のために使用 した と い う 事実を必ず書いて欲 しい、 使用 している けれども書か

ない とい う こ と は、 子宮収縮薬に関 してはないよ う にお願い したい と言って 、 それは了解
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を頂いたんですけれども 、 これ、 事例 封こはジノ プロ ス ト と 書いてあって 、 事例 刻ま使用

されていないかな と思 う んですけれど も 、 事例 3 は子宮収縮薬 と い う 言葉がないけれども 、

こ の事例 3 は子宮収縮薬を使っていないですか。 使っ ているんだった ら 、 やっ ぱ り 子宮収

縮薬を使っている と い う こ と を事例の中に書いておいてほ しい と思 う のですが。 たっ た 5

文字なので。 僕 と しては子宮収縮薬 と い う 5 文字がない場合は使っていない と思いたいん

ですけれども 、 使っている けれ ど も 、 その子宮収縮薬 と い う 5 文字が書かれずに飛ぶ場合

があ る と い う の を避けてほ しい と お願い していたんですけれども 、 ち ょ っ と こ の事例 3 は

使用 してないのかな と い う 気がするんですけれども 。 も しあれば、 子宮収縮薬を使った と

い う こ と を ど こ かに書いておいてほ しい と 思います。

○事務局 (御子柴) 先ほ ど頂いたご意見 と一緒に、 どの事例が子宮収縮薬を使用 してい

る か と い う の を表の中に組み込む と と も に、 確認 して使用があれば記載致します。 基本的

には、 使用 している記載があれば要約版な どに も記載してお り ますので、 それ と 同 じス タ

ンスで簡略化した も のを今こ ち ら に記載 しています。

○勝村委員 その簡略化する と き に 、 元の も のには書いてある けれども 関係ないか ら と い

って、 そ こ の 5 文字を飛ばさ ないよ う にお願い したい と い う こ と です。

○事務局 (御子柴) はい。 了解致 しま した。

○勝村委員 も う 1 つ、 ジノ ブロ ス ト と い う 表現についてですが、 今回出ている資料の子

宮収縮薬の と こ ろにはそ う い う 表現を していないです長為 P G E 2 、 P G F 2 α 、 オキ

シ ト シンの 3 つにそろっ ていますよれ も と も と のカルテがそ う い う 書き方なのかも しれ

ないけれども 、 括弧付け力可可かをする な ど して表現と してそ ろ えて も ら う ほ う がいいん じ

ゃないかな と思います。

○事務局 (御子柴) はい。 その よ う に致します。

○池ノ 上委員長 そ う です為 お願い します。 あ り が と う ございま した。

他に よ ろ しいで し ょ う か。

○上田理事 先ほどの隈本委員の迫臓掘調査のご提案は非常に大事ですが、 一方、 色々課題
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も大きいですので、 今 印は隈本委員か ら ご意見があった と い う こ と で賜 り たい と思います。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 引 き続き ま して 、 常位榊台盤早期剥離について説明をお願い致します。

○事務局 (御子柴) 資料4 を ご覧下 さ い。 常{朝台盤早期剥離についての報告書案 と して

取 り ま と めてお り ます。 今回は、 仮のサブタイ トルと致 しま して 、 切迫早産 と の関連につ

いて と い う こ と で付けてお り ます。

1 . 原因分析報告書の取 り ま と め

1 ) 分析対象 (常イ湖能盤早期剥離発症) 事例の概況と い う こ と で、 今回 に常

楜盤早期剥離が発症 し‘お ' ま し““で、 そ“霊‘見 られた背景 と して 、 表。-。一
1 と い う こ と で取 り ま と めてお り ます。 こ ち ら の表の取 り ま と めに当た り ま して も 、 先ほ

どの臍帯脱出 と 同 じよ う に危険因子について レ ビューを してお り ます。 そち ら を取 り ま と

めた も のが資料鋭こなっ てお り ますので、 ご覧下 さい。

こ ち ら のほ う “ こ関 しま しては、 日 産婦のガイ ドライ ン と W1 1 l i ams と 同 じ く R C O G のガ

イ ド ライ ン、 早荊に関 してはかな り た く さ んの論文が ございま して 、 ガイ ド ライ ンな どの

掲載論文も数多 く なっ てお り ますので、 それを網羅する と い う観点で④ と⑤ と い う と こ ろ

に レ ビュー文献を記載してお り ます。 こ ち ら のほ 効こ関 しま して、 ④は99件ほ どの文献、

論文を レ ビュー した も のになってお り ま して 、 各 リ ス ク 因子ご と のオッズレシオをま と め

られた ものになってお り ます。 ⑤に関 しま しては、 ア ッ プ ･ ト ゥー ･ デイ ト と い う も ので

取 り ま と めている レビューにな り ま して 、 こ ち ら は前回第 2 回の報告書の取 り ま と めに当

た り ま して小林委員のほ う か ら ご提供、 ご提案頂き ま した レ ビュー文献になってお り ます。

右端のめ ,こ 同 。 く 今回の鬮に見 られた件数を敷直でお示し してお り ますo ‘ ち ら
に関 しま しては、 半数と い う こ と ではないんですが、 多 く 見 られた と思われる も のに赤い

印を付けてお り ますので、 そち ら も後ほ どご検討下 さい。

資料, に戻 らせて頂き ます。 今回の実際の囮におき ま しは、 切迫早産が国璽、
早産が囮、 癰婦,皿とい→た よ う な傾向が見 られてお り ますo
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次･ ' ぺ-ジ 目 る移らせ,頂き ます“ぺ-ジ団は、 霊‘見 られた主な症状や訴え、
臨床所見な どを表o-o- 能 ほおれ･‘お ' ますぶち 域墨圈“中で妊産婦“訴
えた も のに関 しま して主に左側で、 分娩機関等で他覚的に確認した症状や所見については

右側にま と めてお り ます。

こ の よ う に 、 やは り 分娩徴候です と か切迫早産徴候 と類似した よ う な症状です と か所見

と い う こ と が多 く あ り ますので、 これ ら が早荊において判断と 縦鑑識riが困難な原因 と思わ

れますので、 着 目 してお り ます。

今回･ 早剥発症事例の う ち ･ 切迫早産がわた事例=が さいれた。 また こ の鬮繊麗"の う ち女靱辰中に リ ト ド リ ン塩酸塩を使用 していた事例“ 全てでございま した。 かつ、

‘ “ “ う ち 、 早剥発症の鬮薑以内で り ぶ り ,塩酸塩を使用 し‘い“ と考え られた

次、 3 ページに移 り ます。

3 ページ、 2 ) 事例の概要 と致 しま して 、 教訓 と なる事例をお示 し してお り ます。

まず、 事例 戴こつき ま しては、 女戟辰35週に下痢と 出血等の症状で受診 された後に リ ト ド

リ ンを処方されて 自宅安静で様子を見ていて 、 ま たその後症状が再燃して受診を した と い

う こ と で、 その後、 早剥が診断されて分娩 と なっ た と い う ケース にな り ます。 こ ち ら は医

師の指示で リ ト ド リ ンを内服 していて＼ それに当たっての診断です と か金臟-i診断 と い う も

のについて、 医学白播平価です と か検討すべき事項を 3 ページ、 4 ページにわたって記載し

てお り ます。

次、 5 ページに移らせて頂き ます。

事例 2 と致 しま して 、 切迫早産で入院中に早熟J を発症 した事例 と い う こ と で、 こ ち ら に

関 しては、 早産期のそ う いっ た症状に対して リ ト ド リ ンが点滴で投与されてお り ま して 、

その症状が早剥の症状なのか切迫早産の症状なのか と いっ た と こ ろの判別が難しい中で点

滴が増量されていた と い う 事例でございます。

次、 6 ページに移らせて頂き ます。 6 ページには、 医学的評価について取 り ま と めてお



り ま して 、 こ ち ら も主に先ほどの 7件を分析対象 と致 しま したので、 それら において切迫

早産です と かウテメ リ ンな どの使用について、 あ と は早刻の診断や症状、 そ う いっ た も の

について評価されてい る も のを抜粋してお り ます。

7 ページのほ う に移 り ま して 、 検討すべき事項と致 しま して、 4) に記載してお り ます。

こ ち ら は分娩機関、 また5) には学会等への要望 と い う こ と でま と めてお り ま して 、 8 ペー

ジの記載でございますが、 今回、 国 ･ 地方 自 治体への要望等はございませんで した。 次、

9 ページか ら 、 ま た早剥に関する現況について取 り ま と めま した。

○市塚客員研究員 引 き続き ま して、 2 番、 9 ページにな り ますが、 1 ) 常位瑚台盤早期剥離

について と い う こ と で、 早剥についての一般的な内容を記載してお り ます。 こ の中で第 2

パラ グラ フの と こ ろに 、 先ほ ど、 御子柴か ら話があ り ま した よ 効こ 、 常{湖台;盤早期剥離の

危険因子 と して と い う 形で、 資料 6 を も う 一度先生方に見て頂きたい と思 う んですけれど

も 、 -観‘今回分析蟻におけ .鬮がそれぞれ'“｣切 り “因割当‘ 'は‐‘
い･から かを割 り 振→た表にな り ます0 の軽口,堆で示 ‘たころ 疊い う数

轢断雛難妻騨脆競聯奏薄慰霊
文献と も大体一致してお り ます。

こ の中で、 やは り 強調 したい と こ ろは、 分析 してみます と 、 他の レ ビュー文献では切迫

早産も し く は早産 と いった と こ ろは教科書的には、 あえてオッズレシオを出 した り です と

か、 危険因子 と して余 り う たっ てい る と こ ろがなかったんですが、 今回、 C P に至った事

例につき ま してはこ “ よ う 邉 と い う 数が出てお り ます。 ですので･ 今回 'に こ に着 目 し
てい る と い う 形にな り ます。

次、 資料4 、 9 ページに戻 り ま して 、 2 ) 常イ湖髭盤早期剥離の診断と対応 と い う こ と で

すが 、 これも 、 やは り 常f湖能霊早期剥離の診断と い う のはすご く 難 し く 、 結局、 切迫早産

と産徴、 いわゆ る分娩徴候 と の判別が難しい と い う こ と がある と思います。 特に、 早産期

において切迫早産 と の鑑識fj診断が重要 と な る と い う こ と を2) で強調 させて頂いています。



次のページに移 り ま して 、 産婦人科臨床ガイ ドライ ン20 1 1年版の一部抜粋ですが、 これ

に も 2番、 P I H 、 これも リ ス ク 因子ですけれども 、 女蚊帳高血圧症候群に切迫徴候が出た

場合、 と 同時に異常ら桁ヨパターンを認めた場合は早剥を疑い、 さ ら に細かい検査を行 う で

す と か、 4 番、 早荊 と診断した場合は、 母児の状況を考慮し 、 原則、 急速東遂娩を図るです

と か、 それぞれ対応が示されてお り ます。 いずれも早剥を念頭に入れた切迫早産管理をす

る のが大事と い う こ と と 、 早荊 と い う のは最終的には生まれた後、 胎盤に後血腫があ る の

を見つけて初めて早剥 と い う ふ う る こ診断がつ こ う かと思 う んですけれども 、 やは り 妊娠中

に早剥を疑 う こ と は大事で、 その際はモニターをつける と い う こ と が全て前提でガイ ドラ

イ ンも書かれてお り ますので、 モニターをつけま し ょ う と い う こ と を委員会 と して も強調

していきたい と い う ふ う に思います。

次に 、 切迫早産の取 り 扱いはガイ ドライ ンでも 、 やは り 切迫早産におき ま して異常胎児

心拍パターンが認め られる場合は早剩 と鑑別を行いま し ょ う と い う こ と の記載があ り ます。

やは り 切迫早産と診断した と き に 、 後でもお話し しますが、 モニターをつけていない事例

も結構あ り ます。 切迫早産を診断する際には、 常位湖前盤早期剥離をモニターをつけて しっ

か り 鑑濫別する と い う こ と が大切 と い う こ と にな り ます。 その こ と を次の文章の と こ ろに書

いてあ り ます。 常イ湖前盤早期剥離の診断に当たっては、 超音波だけではな く 胎児心拍モニ

タ リ ング所見が重要です と い う こ と を 、 次に記載してあ り ます。
　 　 　 　

そ して 、 常f瑚劭盤早期剥離の初期には、 次の 1 1ページですけれども 、 急速なハイ ポキシ

アに対する反応 と して 、 モニター上頻脈です と か遅発一過性徐脈、 基線細変動な どの消失

が出現する と い う ふ う に記載を してお り ます。

その よ う な観点から 1 2ページ、 3 番、 再発防止及び産科医療の質の向上に向けて と致し

ま して 、 本文中でこ ち ら に示 した よ う に 、 常位湖富盤早期剥離発症事例の う ち 、 切迫早産が

あ.た も の,皿、 う ち常楜盤馴剥離発症“鬮圃以内“切迫早産治療薬であ , ます
リ ト ド リ ン塩酸塩を使用 し‘いた事例が鬮あ り ま した。
資料副‘ も ･ 見‘頂 く と 分か り ますが 、 こ の囲の う ち実際に“-をつけていたのは
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圏だけで、 f量はいずれもモラ-を対さなか一 たか う こ と し ‘な → てお り ますo
資料4 、 1 2ページ、 第 2 パラ グラ フですけれども 、 常位湖台〕盤早期剥離の症状は、 繰 り 返

しにな り ますけれども 、 切迫早産徴候と類似 してお り ま して 、 鑑識自力ミ難 しいですが、 切迫

早産を見た と き は早剥を念頭に入れて臨床症状、 種々 の検査結果か ら総合的に早剥を診断

する必要があ り ます と い う こ と です。 その際には、 胎児心拍モニターが重要であ り ま して 、

胎児心拍モニターで異常があれば、 現在、 日 本産婦人科学会の周産期委員会では、 心拍数

波形の分類に基づ く 分娩時胎児管理の指針と い う のがあ り ますので、 決 して早剩の診断が

つかな く と も胎児心拍モニタ リ ング異常でグ レー ド 4 です と か、 そ う いっ た診断がつけば、

も う それでN R F S で胎児を娩出する とい う 行動に移る こ と ができ ますので、 やは り モニ

ターは大事です と い う こ と を こ の中に盛 り 込んであ り ます。

そ う いっ た具合で、 1 ) 産科医療関係者に対する提言 と しま して 、 ( 1 ) 番、 常イ湖剤盤早期

剥離の診断にあたっては、 妊産婦の訴えを丁寧に聴取 し、 エ コ ーだけではな く 胎児心拍モ

ニタ リ ング、 凝固系の血液検査な どを行い、 分娩‘艶侯や切迫早産徴候と鑑識1i して総合的に

まず診断する と い う 形が大事だ と い う こ と です。

(の で、 常位胡能霊早期剥離の初期症状 と して 、 切迫早産 と 同様の子宮収縮を呈する こ と

があ り ますので、 切迫早産症状に加えて異常心拍パターンを認めた場合は、 まず早剥を疑

い、 ガイ ドライ ンに沿って鑑識ri診断を行っていき ま し ょ う と い う こ と です。

あ と は、 (3) ですが、 早期産の腹痛で最も危惧される鑑識I｣診断が必要な疾患 と して早荊

があ り ますので、 切迫早産 と早期剥離は本当 に似ている症状であ り ます し、 切迫管理中に

早剥にな る こ と も あ り ます し、 早剥の初期症状を切迫と い う ふ う に誤認する こ と も あ り ま

す。 妊産婦に も安易に収縮語りを飲んで様子を見ま し ょ う と い う こ と ではな く て 、 やは り 早

副を疑 う よ う な症状があった ら 、 飲むの も大事ですけれども 、 まず病院に連絡する な どの

よ り き め細かい服薬指導を行いま し ょ う と い う ふ う に指導する こ と が大事かな と い う ふ う

に考えてお り ます。

ま た 、 (4) で妊娠各期に異常な症状、 徴候についての指導、 出血です と か腹痛です と か、
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こ う い う こ と の指導を行 う と い う 形 と して 、 妊産婦が理解が得 られたのかを確認を行いな

が ら 、 よ り 細かい保健指導を行 う 。 不安な裁こついては、 いつでも電話相談でき る システ

ム を充実 させま し ょ う と い う こ と です。

2 ) 学会 ･ 職能団体に対する要望は、 早熟J と い う のは原因究明 、 病態の予知が難し く 、 ま

た現在分かっていないこ と も多いですので、 こ の事例を集積して検討 ･ 研究の推進を要望

したい と い う こ と 。 あ と は、 早熟iの初期症状 と して 、 やは り 自愛痛、 性器出血な どがあ り ま

すので、 適切な鑑識r｣診断及び症状への対応、 指導のための研究を推進する こ と を要望させ

て頂いてお り ます。 また 、 ガイ ドライ ンにおける常イ瑚台乙盤専早期剥離、 切迫早産な どについ

て周知徹底を図 る こ と を要望する と い う こ と 、 観察項 目 の記載の充実や助産師. ･ 看護師に

よ る 医師への報告、 妊産婦への対応を具体的にガイ ドライ ンに取 り ま と め る こ と を要望す

る と い う ふ う に させて頂いてお り ます。

3 ) 国 ･ 地方 自治体に対する要望は、 今回の と こ ろは特にな し と させて頂いてお り ます。

以上です。

0事務局 源) も う 1 点、 資料 7 について も ご覧を頂きたい と思います。

資料 7 の早荊事例におけ る診療体制について と い う こ と で、 こ ち ら については本体資料、

先ほ どの資料4 には反映を して ございませんが、 前回のご意見で早熟]の切 り 口 の 1 つ と し

て診療体制を検討しては ど う か と の ご意見がございま したので、 時間的な経過を中心に-

覧を作成致しま した。

表の左のほ う から病院や診療所な どの施設区分、 妊産婦が変調を認識した時刻、 分娩機

関の受診時刻 、 帝王切開の決定時刻、 児が娩出 した時刻、 分娩時に小児科医が立ち会って

いたか否か、 な どを並べてございます。

また 、 縦の並び順につき ま しては、 網かけ部分の帝王切開決定から児娩出までの時間に

ついて･ 時間が長 く かかっ ている も のか ら順番“並べてお り ます。 鬮島、 最初の受診
をべ‐“ と しますと 、 病院の事例力棚、 診療所の事例.疊、 助産所.ございません。
これら の う ち 、 剛栂繃送されてお り ますo
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また 分㈱‘小児科医･ あ 'は新生児纏“立ち会･がぁ‐た も “が鬮ぬ‐‘
お り ます。

　
た~ 帝王切開決定か ら児娩出までの時間については~ こ の中に系糊窒分娩の ものが
一･ サーメレ"h~“ ノ ノ ー範囲)‐:圏薑“ ‐ -… ‐ 鬮軸 …圏薑ノー ハバ )

m 立ずので 孑効力絵も ･移 出 PNL萌 1去ゲ 法 介 秀ミ 門内小 法 介流ミ
ソ 導入 ＼鱒隊V 久し鬮T ん･熟ん0“~曲、 鬮/玖ルジー鬮、

　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　

未満の も の利鬮麗な ど と なっ てお り ます。その間の

なお、 こ ち ら の資料につき ま しては、 事務局 と しま しては 、 あ く ま で これ らの情報は、

診療続詔等を基に作成した原因分析報告書の記載内容を並べた も のでございますので、 背景

まではよ く 分か ら ない限 られた情報 と い う こ と で、 統計的に何か特色を見出す と い う のは

まだ難しい と考えま して、 今回は先ほ どご説明 しま した切迫早産を切 り 口 と してま と め さ

せて頂き ま した。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 ただいま常イ湖能盤早期剥離について説明 して

頂き ま したけれども 、 ご議論をお願い したい と思います。

○板橋委員 早産例が多い、 それか ら切迫早産 と徴候が非常に似ている と い う こ と なんで

すが、 1 つは、 生まれた子ども の週数の分布が ど う なのか、 それか ら 、 後で早副 と診断さ

れたケース も ある んで し ょ う けれども 、 切迫早産の状況になってか ら生まれる までの期間

はど う なっている のか と い う こ と が L点です。

も う L割ま、 早産が多い と い う のに新生児科医の立ち会いが こんなに少ないのかと思っ

て しま う のですが、 レイ ト プ リ タームは も う 新生児科医は立ち会わな く ていい と い う 感覚

で要請していないのか、 そのあた り がち ょ っ と よ く 分か ら ないのです。 速やかな蘇生を行

う と い う 視点か ら も 、 少な く と も早産であれば新生児科医が立ち会 う のは当た り 前ではな

いから思 う ので、 それを少 し対応の と こ ろに入れて も ら えれば乙思いま したので。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いいですか、 事務局。

○事務局 (御子柴) 失礼致 しま した。 先ほ ど説明が漏れま したが、 資料 5 と い う も のを

ご用意 してお り ま して 、 そち ら に今回の分析対象事例の概況をお示 し してお り ます。 こ ち

ら .･分析掾と致しま 比量を含む切迫早産を発症した1I1の概要 と い う も のをま と
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めてお り ます。 先ほ どの ご質問にあ り ま した分娩時の妊娠週数に関 しま しては、 左側の通

し番号の横に分娩時女戟辰週数と い う こ と で実際の週数の内訳をお示 し してお り ます。

○板橋委員 要するに、 小児科医がいない施設で緊急的に対応せざる を得な く て間に合わ

なかった と い う 場合 と 、 あ と は、 当然、 いて予知 されている る こ も 関わ らず新生児科医な り

小児科医が立ち会っ ていない と い う ケース も あ る のではないかと思 う ので、 そ こ をはっ き

り させておいてほ しいと思った ものですか ら。

○池ノ 上委員長 それは分か り ますか。

○市塚客員研究員 それは、 先ほ ど事務局の原のほ う か ら も説明があ り ま したが 、 資料 7

倣 う を見て頂 く と分か‘んですけれども 、 診療所分娩-!｣児科医立ち会いがな しが團
であ り が鬮潮で、 こ顯小児科医を要請し刻･辯“先勘ミ立ち会‐て頂いわ･ミ
だけで したo 病院嫌 う は小児科医立ち会いが鬮小児科医立ち会ぃな 、,棚

と い う こ と で、 板橋委員のおっ しゃ る よ う る こ 、 病院です ら立ち会いがないほ う が多い と い

' ･ う ち地域が凰 総舒圏 と い う こ と も あ ' ます。
ただ、 これはあ く まで原因分析報告か ら拾ってき ま したので、 なぜ小児科医が立ち会っ

ていないのか と い う 背景につき ま しては、 先ほ ど原のほ う か ら話があった よ う に 、 そ こ ま

では原因追及はでき ないです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 他には何かございますでし ょ う か。

僕、 今、 気づいたんですけれども 、 早産を一応取 り 上げる と い う こ と であれ したんです

けれども 、 正期産の早剥 と い う の も ある んですよれ 正期産は少ない と い う わけでも ない

んですよれ 正期産と早産 と の違いはど う ですか。

0事務局 (御子柴) 今回“剛を発れた鬮“ う ち早産でぁっ た も “,棚で、 正期
産だ一たもの.棚と い う " になっ‘お り ますo
o池ノ 上委員長 陣痛 と か子宮収縮が起こ っ た と き には、 常位湖剤盤早期剥離が疑われる こ

と が多い と い う こ と 。 早産だか ら と い う こ と で話がいいのかな と 、 ち ょ っ と 、 今、 心配に

思ったんですけれども 、 それほ ど う ですか。
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○市塚客員研究員 そ う ですれ ですので、 こ の中には本当の切迫早産がず う っ と 管理さ

れていて 、 いつのま にか早荊になっていた群 と 、 あ と は切迫早産ではないんだけれども 、

真に早剩だった ものが切迫早産と思われて分娩に至った と い う 、 2 つの群が今回の対象の

中に入ってお り ます。

○池ノ 上委員長 正期産の場合だった ら 、 早く 来て下さい と い う こ と で、 すぐモニターも

始め るだろ う し 、 色々 な処置も始め る ので、 割 と 医療者側の対応は早く な る んで し ょ う け

れ ど も 、 早産の場合はそ う い う こ と は考えないで、 早産の こ と にばか り 目 が向いて しま っ

て早剥が見逃される可能性があ る と い う 意味では、 早産にフォーカ ス を当てて注意を喚起

する と い う こ と ですかね

○事務局 (御子柴) 資料 5 のほ う を ご覧匐動ナますで し ょ う か。 先ほ ど説明不足でござい

ま した,' ･ 切迫早産.･女弦雌避“診断され“い“豊島 う ち 、 鬮が早産,ぬ･てお ,
ます。 残 , の隅証期産で生“れ‘お り まK、 その正期産期 ･蹴睦発症 し‘い‘ と
い う こ と にな り ます。

こ ち ら の表の左側のほ う には分娩時の女甥砺豪週数をお示 し してお り ま して、 中ほ ど、 色が

ついたセルのあた り の横に、 リ ト ド リ ンを最終処方と か、 あ る いは指示を した週数と い う

こ と で、 切迫早産が最後に判断されたであろ う 時期を週数でお示し してお り ます。

‘ って 後半のグ'‐ '‘網かけれてお り ま綱砕きま しては かっ‘切迫早産と
い う 診断はあ り ま したけれども 、 その後、 あ る程度軽快した、 あ る いは内服をやめていた

状態で、 結果、 早熟J を正期産期に発症した と い う も のになっ てお り ます。

○池ノ 上委員長 はい、 分か り ま した。 他にいかがで し ょ う 。

○藤森委員 何点かあるんですけれど も 、 よ ろ しいですか。

今、 切迫早産の話があ り ま したけれども 、 僕 も実はこ の 、 今、 見ているんです

けれども 、 実際、 本当 の切迫早産 じゃないの も入っています長息 つま り 、 切迫早産の診

断基準 と い う か、 例えばき頚管長の変化がない と か と いっ て リ ト ド リ ンだけ内服薬を出 して

帰 しちや った り と か と い う のがあ り ます裏鸚 ですか ら 、 切迫早産 と言っていいかど う か
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と い う のが 、 僕 とする と ち ょ っ と 疑問かな と思って。

齋考えていた“は、 内服薬を処方した と い う風翻れ“っけき 、たんだ と思い“
したけれども 、 なので、 半分は結局タームでお産になっ ている と い う 話だったので、 僕が

読み返していた間では、 頚管長も十分あって変化がな く てっ て 、 これ本当に……切迫早産

の診断と 書いてある のは、 その診療所の先生たちが勝手に と い う 言い方は変ですけれども 、

診断 して投与 している のであって、 本当 の切迫早産ではない事例が結構入っていますよね。

まず、 それをき ちん と して も ら っ たほ う がいいかな と 。 切迫早産の定義 と い う 意味でです

れ

0市塚客員研究員 そ う ですれ 今回は、 やは り 原因分析の報告書を基に してお り ますの

で、 当該分娩機関で宅切迫早産 と い う ふ う に診断がついた も の を切迫早産 と い う ふ 捌こ入れ

ています。 こ ち ら の判断でこれは違 う だろ う と い う こ と で除いている こ と は、 も ちろんあ

り ません。

ま た、 切迫早産 とい う ふ う には明記 されていないんですが 、 ウテ メ リ ン、 リ ト ド リ ンが

処方 された ものを切迫早産 と い う ふ う し こみ扱っ て 、 こ の数字に しています。

○藤森委員 そ こ は明確に して も ら っ たほ う がいいかな。

○池ノ 上委員長 先生、 ど う した らいいですかね

○藤森委員 僕は、 く く り と して 、 内服薬を処方した人 と い う ふ う に したほ う がいいのか
　 　 　 　 　 　

な と い う ふ う るむ思っ たのですが。

○池ノ 上委員長 切迫早産治療群。 治療を試み られた群。

○藤森委員 ええ、 ですねと思ったんですけれども 、 で も 、 実際、 読む と 、 これは切迫早

産じゃない と思ったのが結構入っているんですよれ あ く ま でも報告書の中に、 切迫早産

と診断し内服薬を処方した と書いてあ るだけですよれ 頚管長も40皿も あ り ま したみたい

に書いてあって、 子宮収縮があったか ら 出 しま した と い う ふ う に 、 自 宅安静を指示 しま し

たみたいに書いてあ り ます長為

○事務局 (御子柴) 今回 、 資料 4 の 1 ページの と こ ろに 、 分析対象事例に見 られた背景
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と い う "で表をおれ･‘、 そち ら “切迫早朝島記載はお り ま して 、 そご‘鍬
をつけてお り ます。

注釈 1 、 臨床的に診断された もの及び リ ト ド リ ン塩酸塩が処方 された も の と した と い う

こ と で、 第 2 回の報告書の と き の常イ湖台盤早期剥離の背景を取 り ま と めた と き と 同 じ条件

で抽出 したデ一列こな り ます。 例え るまこ ち ら の注釈に臨床的に当該分娩機関な ど、 分娩機

関で診断された もの と い う こ と が分かる よ う に 、 も う 少 し言葉を工夫させて頂きたい と 思

います。

実際、 今回の鬮‘関は凶ま、 切迫早産 と い う 診断がついていた も の と ･ かつ全て
り ドル.･処方され‘ぃた鬮と い うはね※おはすので･ リ ト ド リ ン繊塩
が処方された もの と い う と こ ろだけでも注釈は間違いではないかと思 う んですが 、 一応、

再発防止のデータ と してはその条件で蓄積してお り ますので、 こ の よ う 々 こ記載 してお り ま

す。

○藤森委員 切迫早産は、 じや あその よ う に原因分析のほ う での記載通 り と 力 冴可 と か書い

たほ う がいいのかも しれない と 思います。

それか ら 、 も う 1 つ 、 僕見ていて非常に大切なイ ンフォ メ ーシ ョ ンは、 胎動の減少。 こ

れは結構あ り ま した よ 又鸚 僕も読んでいて驚いたんですけれども 、 僕が調べた感じだ と 、

我々 の知識の中には子宮収縮があって出血があ る と 常f湖剤盤早期剥離と い う イ メ ージです

けれど も 、 実は 、 出血よ り 胎動減少のほ う が先に来ている人が結構た く さ んいる んですよ 。

なので、 僕は見ていて思ったのは、 下腹部痛、 子宮収縮があって胎動減少を伴っていた と

き には、 これはも う 早荊を疑ったほ う がいい と言える ぐ らい、 、 も っ と あっ たか

も しれないですけれども 、 結構入っていま した よれ 僕、 読んでいてち ょ っ と驚いたんで

すけれども 、 なので、 これは非常に大切なイ ンフォ メ ーシ ョ ンだと思 う ので、 ぜひ数値化

して出 してほ しいな と思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 それは、 確かに胎児生理学的には リ ーズナブルだと思 う んですけれども 、

恐 ら く 、 ま だ臨床研究を しない と いけないん じゃ ないかと思 う んです。 今、 こ こ 々 こ これか
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ら集ま ろ う と している常位胎盤早期剥離の事例をマスキング版 と しては臨床研究に使える

んです表為 福島で先生、 やっ て頂ければ。

○藤森委員 僕、 ですか ら 、 実はやっています。 と い う か、 周産期委員会か ら の松田委員

の要請で、 やって く れ と い う ので、 実は今調べているんですけれども 。

○池ノ 上委員長 こ こ のデータ を使ってですか。

○藤森委員 はい。 なので、 僕が言って もいいんですけれども 、 ぜひせっか く なので、 や

って も ら っ たほ う がいいかな と 。 僕が読んでいて気づいた こ と ですけれども 。

○池ノ 上委員長 でも 、 それはデータが、 論文が出てか ら のほ う が よ く ないですか。 早剥

と胎動減少 と い う テーマで、 いわゆるエ ビデンス レベルは高いですか。

○藤森委員 いや、 余 り 僕たちの常識の中にはない と 思 う んですけ ど、 僕も 1 例 1 例見て

いて 、 ほ と ん どタ ーム近い人たちだった と思いますけれども 、 子宮収縮に胎動がない と い

った と き には、 出血よ り 先に来ている ので、 これって結構大切なイ ンフォ メ ーシ ョ ンかな

と思っ て、 多分、 あっ た と思いま した。

0事務局 御子柴) “ う します と 、 資料“ の ' ぺ‐ジは 今回の鬮“主な症状や所
見 と い う こ と で、 単純に羅列 した も のを掲載してお り ますので、 例えばこ ち ら に胎動減少

と か、 先生方のほ う る こ ピ ッ ク ア ッブして頂いた症状について 、 件数です と か割合 と か比率

みたいな も の を 、 円 グラ フです と かそ う いった も のでお示 しすると い う こと で傾向を見せ

る こ と は可能です。

○池ノ 上委員長 これも さ っ き一番最初に川端委員がおっ しゃ った よ う に 、 他の例でも胎

動が減っている場合も あ り 得るわけですれ 正期産の人が正期に近づいて く る と だんだん

減って く る 。 昔は動かな く なっ てか ら陣痛が起こ る と か言われて、 僕 らそ う 教わった日藷モ

がある ぐ らいなので、 そ う い う コ ン ト ロ ールみたいなのが先生の観察で出て く る わけです

よね。

○藤森委員 コ ン ト ロ ールはないですけれども 、 でも 、 ほ と ん どの胎動減少の人たちは下

腹部痛があって、 何か動かないって言ってき ている人が多かった。
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○池ノ 上委員長 アディ シ ョ ナルなそ う い う 臨床症状があって 、 かつ胎動減少 と い う こ と

でも

○藤森委員 そ う です。 動かな く なっ た 、 少な く なった と い う 意味 じゃな く て 、 お腹が痛

く て下腹部痛があって 、 かつ胎動減少が出血の前に来ている と か と い う 。

○市塚客員研究員 こ の組み合わせのパターンが浮き 出てき た り する可能性も あ り ますの

で、 数字は出せる と 思いますか ら 、 検討させて頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 特には早産例ですか。

○藤森委員 満期が多いです。 満期産が多いです。 ほ と ん ど満期だった記憶があ り ますけ

れども 。

o事務局 (御子柴) 資料･:ぺ‐ジですと ･ ち ら孃 '濶は凋ま 鬮に絞
.前“鬮全伊腕蜥･症状“内訳 .あ‘お ' ます“で、 その絞 り 込む前“段階で“症
状の傾向 と い う こ と で、 割合です と か件数をお示し します。

○藤森委員 も う 1 つ 、 いいですか。 すみません、 も う 1 件だけ。

資料4 の 5 ページの事例 2 なんですけれど も 、 僕、 これを読んでいて非常に気になった

んですけれど も 、 原因分析のほ う の話なのかも しれないんですけれども 、 医学的評価の真

ん中 よ り ち ょ っ と 下の と こ ろに 、 女戟娠36週以降も子宮収縮抑制剤の投与を継続し した こ と は

選択肢の 1 つであ る と 書いてあ るんですけれども 、 確かに レイ ト ブ リ タ ームの問題も あっ

てそのなのかも しれませんが 、 こ の事例は、 僕が記憶 してい る限 り 、 どん どん どん どん ウ

テメ リ ンの量を増やしてき ま したれ こ こは詳 し く 書いていないですけれど も 、 どん どん

どん どん増やしていって、 最後には、 抑制不能だか ら と いっ てオフに した ら早荊で生まれ

た と い う 事例だった と思 う んですけれども 、 僕、 36週以降のある程劉度抑制が利かない と い

う か、 現状維持の量で子宮収縮が増えてきた と き に増やしていって対応 していった こ と が

果た して選択肢の 1 つ と して正 しいか ど う か と い う のは、 僕 自 身は少 し疑問に思って 、 こ

の文章を事例の 1 つ と して挙げる のは僕はど う かな と ち ょ っ と思ったので、 これは皆さん

の意見を聞いてか らだと思 う んですけれども 、 ち ょ っ と 不適切 じゃないかな と い う 気が、
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不適切だと思 う 人もいるん じゃ ないかな と い う ほ う が正 しいかも しれないですけれども 。

と 思いま したので、 ち ょ っ と 。

○池ノ 上委員長 事例 2 ですか。

○藤森委員 事例 2 ですけれ ども 、 真ん中 よ り ち ょ っ と 下の と こ ろに 、 36週 2 日 の多分夜

だっ た と思 う んですけれども 、 夜か ら 3 日 の朝にかけて どん どん どん どん増やしていって

いる んですよね、 なので、 これの事例って 、 僕は ど う かな と 。 あ る と い う こ と はいいんで

すけれども 、 事例 と して載せる こ と が果た していいのかな と い う のが、 少 し疑問。 こ の文

章があ る こ と 自 体が ど う かな と 思った も のですか ら 。

○市塚客員研究員 意図 とする と 、 やは り 切迫早産管理中に早刻にな る こ と がある ので、

切迫早産で入院管理してい る患者、 特に リ ト ド リ ンを使っている患者に対しては、 常に早

剥を念頭に入れなが ら管理しま し ょ う ね と い う 警告も 、 こ の事例を提示する こ と に よ って

喚起する こ と ができ るかな と思って、 選択したんですが。 逆に … ･ ･

○藤森委員 なる ほ ど。 分か り ま した。

で も 、 原因分析委員会が選択肢の 1 つ と して認めた と い う こ と は、 僕だった ら 、 適切か

ど う か と い う のはち ょ っ と 疑問かな と い う ふ う に 、 マス キング版ですけれども読んでいて

思ったんです長羸 医学的責鮖而も読んだんですけれど も 、 ど う かな と思いなが ら読ませて

頂いたので。

ま あ 、 意味は分か り ま した。 切迫早産の中に早剥が隠れているから と い う 意味で載せる

と い う のは、 確かに理解はでき ますけれども 、 じやあ 、 1 つの選択肢 と言っていいのかな

と い う のが、 ち ょ っ と 。 分析された先生たちのメ ンバーも見た り も したんですけれども 、

僕の気持ちの中で.･少 し ど う なのかな と い う 、 圏鬮ぐ らいあ .窕対して “ う かな と
い う 気がち ょ っ と したので。

○隈本委員 僕もその場にいたんですけれども 、 大体こ う い う 場合、 何か報告書で厳し く

指摘するためには ｢ガイ ド ライ ン と 比較 して こ う だ｣ と い う ふ う に、 誰が ど う 見て もそ う

だね と言っ て も ら える よ う にな るべ く ガイ ドライ ン等を使って評価する と い う のがあっ て 、
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ガイ ドライ ンがない場合、 ついつい ｢賛否両論がある ｣ と か ｢選択肢の 1 つであ る ｣ と い

う 表現にな り がちなんですよね。 僕の記憶では、 この と き の議論 と しては、 やっぱ り レイ

ト ブ リ タ ームの問題はあ るので一概にダメ と は言えないけれども 、 普通はこ う い う こ 割ま

しないよね と い う よ う な雰囲気ではあったんです。 ただ、 その表現が、 しち ゃいかん と は

誰も言えない しな 、 と い う のが 、 こ の ｢選択肢の 1 つであ る ｣ と い う 表現になったわけで

す。 大体そ う です寿為 そ う い う 表現が出て く る と き と い う の “盂

○藤森委員 確かに、 マス キング版にはその よ う に書いてあ り ま した。 レイ ト プ リ ターム

の こ と も あ る か ら 、 選択肢の 1 つ と 。 それは こ の文章には抜けていますけれども 。 なので、

選択肢の 1 つ と書いて もいいのかど う かって 、 ち ょ っ と 皆さ んの意見聞いてか ら のほ う が

いいん じゃ ないかな と い う 気が。 これは出るわけですよね、 全部に。 なので、 確かにマス

キング版の本文のほ う には書いてあ り ま した。 レイ ト プ リ タームの問題があるか ら選択肢

の 1 つであ る と書いてあった と記憶しています。

○池ノ 上委員長 他にご意見はいかがで し ょ う か。

○板橋委員 レイ ト プ リ タ ーム 、 昨今話題になっていますけれども 、 あ く ま でもやは り タ

ー ミ ネーシ ョ ンする と き に何が優先 されるか と い う 判断が当然あって しかるべきで、 レイ

ト ブ リ タ ームはタームに比べればア ウ ト カ ム は悪いですけれども 、 でも 、 例えば、 32週未

満の子 ど も に比べればはるかにア ウ ト カ ムはいいわけで、 そ う いった視点か ら考え るべき

だ と新生児科医の立場から は思います。

○勝本･援≦員 こ の 5 ページの医学的評価 と い う のは、 も と の原因分析委員会の報告書か ら

さ ら に概要 と してま と めている も のですよね。

それで、 例えば、 5 ページの医学的評価の 3 行 目 の と こ ろは ｢治療は一般的であ る ｣ と

書いてあって 、 その 4行ぐ らい下の と こ ろは ｢一般的ではない｣ と 書いてあって 、 その間

の今なっている と こ ろが ｢選択肢の 1 つである ｣ です裏為 一般的であ る と か、 一般的で

はない と書いてあ る と こ ろはそのま ま 引用 していいけれども 、 選択肢の 1 つであ る と い う

よ う なあいまいな、 どっ ち と も言えないよ う な表現は、 あえて抜き 出す必要ないんじゃな
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いか と ,思 う んですれ

だか ら 、 例えばそ こだった ら 、 ｢妊娠36週以降も子宮収縮抑制剤の投与を系縣売 した。 ｣

でいいん じゃないですかね。 僕は、 そ う い う ふ う “ こ して も ら ったほ う がいいん じゃないか

な と思 う んですけれども。

0事務局 (原) そ“ よ う な選択も あ ‘ と思いまれ、 まだ分母が鬮をべ契給い
出 していますので、 今後事例が増えま した ら も っ と ふ さ わ しい事例も出て く るかと思いま

すので、 そ う いった事例 と の入れ替え も まだ可能か思います。

○勝本、接さ員 原因分析委員会の報告書を変更する よ う な こ と は、 こ こ ではやった らいけな

い と思 う んですけれども 、 どの部分を抜き 出すか と い う こ と に関 してはこ こ がやっていい

と思 う ので、 今の藤森委員のご意見なんかをお伺いする と 、 そ こ の抜き 出 し方 と しては、

そ こ で区切る よ う な形で、 ｢継続した。 ｣ で区切っておいて も ら っ たほ う が 、 こ こ の委員

会 と してはいいん じゃ ないかな と思います。

○池ノ 上委員長 抜いた理由 は何かあるんですか。 ｢ レイ ト プ リ タームの こ と を考えれば

選択肢の 1 つである ｣ と原因分析委員会は書いている と い う んで し ょ う 。 その ｢ レイ ト プ

リ タームの こ と を考えれば｣ と い う のを こ の文章から外 した理由 と い う のは何かあっ たん

ですか。

○事務局 (御子柴) こ ち ら の文章を作る に当たっては、 全文が書いてある も のか ら主に

要約版に沿った形で概略を示すよ う なス タ ンスでまと めてお り ます。 かつ、 こ う いった医

学的評価 と かに関 しま しては、 各論に触れるべき と こ ろ も ございますので、 早剥や切迫早

産 と い う と こ ろに関 して、 主に関連した と こ ろ を抜き 出 した形にな り ますので、 勝村委員

か ら のご提案の通 り に 、 こ ち ら の一文に関 して記載するかど う か と い う こ と に関 しては、

今後、 も し さ ら に よ り よ い事例が出ま した ら 、 こ の事例 自 体を新たに差し替え る と い う こ

と も検討致します。 も し も 、 よ り よい事例が出なかった場合に関 しま しては、 こ ち ら の事

例を掲載する こ と を ご検討頂 く と と も に 、 こ ち らの一文を削除する と い う こ と も でき る か

と思います。
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○池ノ 上委員長 いやいや、 ｢ レイ ト プ リ タームの こ と を考えれ“淵選択肢の 1 つであ る ｣

と い う ふ う じ こご書けば、 今の議論は板橋委員の議論の と こ ろにだけ集約 して く る わけですよ

潴熊 今の この状況では レイ ト プ リ ターム どこ ろではないだろ う と い う ご意見も あ る と 。

藤森委員のほ う は、 ただ単に、 こ こ で ｢選択肢の 1 つである ｣ と い う こ と を書けば、 こ

の委員会も これは選彰期支の 1 つであろ う と い う こ と で、 それが本と して公表 される と い う

のは、 ち ょ っ と我々 と してはそれは忍びがたいな と い う と こ ろなので、 原因分析委員会の

その文章をき ちっ と こ こ に入れて頂いて 、 あ と 、 いや、 レイ ト ブ リ タームに関 しては色々

なご意見があって、 原因分析委員会ではそ う 思った と 、 だけ ども 、 こ こ の中では、 いや、

そ う でも ないかも しれないよね、 む しろ 、 これはデ リ バ リ ーですよ と い う 意見があ り ます

と 。 その こ と は書かな く て もいい と思 う んですけれども 、 で も 、 そ う い う 非常に コ ン ト ラ

パーシャルな と こ ろ と いいますか、 そ う い う 微妙な と こ ろはちゃん と原因分析委員会の意

見を残 して記載して頂いたほ う が誤解がないん じゃないか と い う ふ う る む思いますけれども 、

いかがで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 まず、 こ の事例を取 り 上げる と い う 前提であれば、

記載の通 り に正 し く 追記致します。

○池ノ 上委員長 そ う です為 それでいいんだと思いますけれども 、 よ ろ しいですか、 藤

森委員。 板橋委員 も今の よ う な こ と でよ ろ しいですか。 新生児のお立場か らする と 、 原因

分析委員会の この点に関 してはち ょ っ と 問題があるかも しれないけれども 、 その原因分析

委員会でも新生児の視点か らでの議論も恐 ら く あったんだと思いますけれども 、 結果的に

こ う であった と い う こ と でよ ろ しいん じゃないか と 思いますが。

では、 その よ う に対応 して頂 く と い う こ と でお願い致します。

他はいかがで し ょ う か。

○岩下委員 資料4 と 6 なんですけれど も 、 特に資料 6 でブルーの枠の と こ ろが リ ス ク フ

ァ ク ター と して挙げ られていないけれども 、 事例の内訳 と して記載予定の項 目 と 書いてあ

り ますが、 これはオッズレシオも何も有意差は出ていないんですれ 臍帯過短 と 早産 と 、
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それから特に BM I が資料4 では27以上 と した と い う んですが 、 これも なぜ27 と い う 何か

根拠があ る のか ど う かも はっ き り しないんですが 、 これが28 と か29 と か30ではいけないの

か。 データ と して数が多かったか ら載っ けた と い う だけだ と 、 かな り ミ ス リ ー ドする よ う

な可能性がないのかな と思 う んですけれども 、 これは事務局はいかがですか。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 まず、 臍帯過短に関 しま しては、 こ ち 域こ引

用 しま した 1 ~ 5 の文献には記載が ございませんで した。 日 本の教科書、 今回資料4 の文

末に記載 してお り ますよ う な 日 本の教科書に関 しま しては、 多 く み こ臍帯過短と い う 危険因

子が挙げ られ‘お り 、 分析橡におい‘量圏ございま した“で、 -応記載、た と い う .
と にな り ます。 こ ち ら を資料4 の背景のほ う る こ含め るか含めないかと い う こ と に関 しま し

ては 、 先生方の ご意見を反映したい と考えてお り ます。

BM I に関 しま しては、 今回、 申 し訳ございません。 その根拠と した記載の基になる文

献を リ フ ァ レンス と して挙げていないんですけれども 、 妊娠時の BM I と い う こ と で肥満

度に関 して 、 1 、 2 、 3 、 4 と い う ふ 効こ 、 非妊時と別の分類がございますので、 妊娠時

の BM I の判断基準で肥満度 戴こ相当する も のが2 7以上 と して 、 27以上を分娩時の BM I

高値とい う こ と で 1 つの ライ ン と して引 き ま した。 こ ち ら に関 して も その根拠が妥当でな

い と い う こ と でございま した ら 、 掲載する こ と を削除 したい と思います。

○池ノ 上委員長 いやいや、 そ う い う わけ じゃな く て 、 こ の 1 ページですれ 常f立胎盤早

期剥離の 1 ページの分析対象の表○一○- 1 があ り ますよれ こ こ に挙げてある こ のフ ァ

ク ターが 、 ど こ か ら来たんですか と か、 これ 自身が何でこ う い う も のが出て く る んですか

と い う と き に 、 それをサポー トするデータ と して色々 な と こ ろに しかるべき論文、 あ るい

は リ コ メ ンデーシ ョ ン と して こ う い う のが出ていますよ と 、 それ と対比しま した と い う よ

う な こ と なので、 これで例えばこ の表○-○ - 1 を何らかの有意差がある と かない と か と

い う よ う な こ と で結論づけて何かをする と い う には、 ま だまだ時期尚早であ る 。

ただ、 表○一〇一 1 の説明をする と き に 、 例えば幾つかの論文の中で挙げてあ る リ ス ク

フ ァ ク タ ー と 、 今回の限 られた こ の中でたまたま挙がってきた数字と が極めて幸難してい
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る と か、 大体そっ ちの方向に行っている と かと い う よ う “ こ これを使 う と い う 考え方で、 で

すか ら こ っ ち のほ う 、 参考資料 6 と い う ほ う はあえて出す必要はない も のであ るかも しれ

ない。 ご議論頂ければですれ

ただ、 こ の表○一○- 1 を ど う い う ふ 効こ 、 も う そろそろ これだけの数になったので、

現時点ではこの委員会でこれに対して ど う い う 意見を持っているか と い う こ と はイ可 らかの

記載をする必要があ る と 。 前はまだ数少なかったので、 これだけですよ と い う こ と だった

んですけれども 、 その と き の文章な り る こ こ う いっ たも のを リ フ ァ レンス と してつける と い

う よ う な使い方になろ う か と い う ふ う る こ思っ ています。

0岩下委員 oM “な っにだわ“んですけれ“ も 、 非嫡の oM は'以上が鬮
そんなに多 く な く て 、 分娩時の BM I が高い と い う のを拾っていますけれども 、 先ほ ど言

われた よ う に 、 む しろ女戟振中の体重増加に注 目 すべき なのかな と思 う んですが 、 そ う い う

目 では検討されてお り ますか。 つま り 、 女轉賑中の体重増加だけのデータ と い う のはござい

ますか。

0事務局 御子柴) 申 し訳ございません。 本 ･ 、 圏におけ .嫌中の体重増加“平均
値な ど を こ関 して擬準備できてお り ませんので、 次回お示し致します。

○岩下委員 そ う ですれ お願い致します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがですか。

○魚冨室委員 ち ょ っ と話が戻って恐縮なのですが、 先ほ ど 、 藤森委員がおっ しゃ った切迫

早産の定義についてのご指摘は、 私は と て も重大なご指摘だと思って、 どき どき しなが ら

伺っていま した。 どき どき と い う のは、 だ と する と 、 妊産婦さ んの中には、 も しかした ら

あなたは切迫早産で した と 聞かされていなが ら 、 実は基準に従って判断してい く と 切迫早

産じゃない人がいるのかも しれない と い う 、 そ う い う 話に もつながってい く かも しれない

と い う こ と ですよ ヌ為

先ほ どの議論の中では、 私たちは原因分析委員会の報告書を基に議論 している ので、 私

たちの報告書における切迫早産の定義はこ う しますと い う こ と を ど う 書 く か検討する と い
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う こ と で議論が収ま った ら思 う のですけれども 、 そ もそ も切迫早産ではない人が切迫早産

と書かれて きている と い う こ と を ど こ かでき ちん と指摘するべき じゃ ないで し ょ う か。 そ

れを原因分析委員会の報告書を基に議論 してい る私たち にでき る か ど う カメ分か ら ない。 だ

とする な らば、 少な く と も原因分析委員会に戻 して、 そのあた り の こ と について も き ちん

と検討頂き たい と い う こ と をお願いする と い う よ う な こ と みまでき ないで し ょ う か。

そ もそ も切迫早産 と い う も のの判断と い う のは ど う い う ふ う に行われてい る のか と い う

と こ ろが 、 と ても心配にな り ま した。

○藤森委員 これはお答えするのが非常に難しいこ と なんですけれども 、 切迫早産の治療

と い う のは、 ある意味オーバー ト リ ー ト メ ン ト が許される病態であ り ま して 、 本当 に早産

するか ど う か と い う のは、 色々 なマーカー と か色々今や られていますけれども 、 生まれて

しま う かも しれないか ら治療する と い う こ と で、 生まれて しま っ た ら大変だか ら と いって

治療を開始するわけですけれど も 、 本当 に こ の人が生まれるか ど う か と い う のは分か ら な

いわけですよれ

なので、 よ く 外来なんかではウテメ リ ンなんかが処方される こ と が多いわけですれ そ

れは患者さ ん と い う か妊産婦さ んたちの ｢お腹が張 り ます｣ と い う よ う な 申告に よ っ て処

方されて 、 保険病名は切迫早産 とついちゃ う わけです及 だか ら 、 原因分析委員会のほ う

でも 、 子宮頚管長は十分あ るんだけれども 、 子宮収縮を訴えたので、 切迫早産の診断の下

に リ ト ド リ ン塩酸塩内服薬を処方した と い う ふ う な記載になっている わけですよ 。

なので、 非常に難しい質問で、 答え よ う がち ょ っ と ない と思 う んですけれども 、 多分、

池ノ 上委員長もお答えに。

○池ノ 上委員長 今、 魚宙澤委員がおっ しゃ る のは、 ま 割こそ こ がポイ ン ト で して 、 切迫早

産を も っ と慎重に対応 して下さい と言 う こ と です。 いわゆ る臨床医が臨床診断で切迫早産

と して対応 している も のの中に 、 実際はそ う ではな く て常位湖鍵盤早期剥離の最初の こ ろだ

った り する よ う なのが入っていますよ と 。 そ こ を気をつけて下 さい と い う のを提言に何ら

かの形で出 してい く のが こ の役割だと思 う んです。
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ですか ら 、 今後、 議論を何回も して頂いて 、 そ して メ ッセージ と して渡すのは、 今、 藤

森委員がお話しになった よ 効こ 、 切迫早産 と い う のは非常に分か り “ こ く いので、 何 と な く

治療 してい る と い う 部分が現状にはあ るわけです。 だけ ど 、 その中 に細かく ス ト リ ク ト に

見ていけば、 こ う い う のが混 じっ ていますか ら 、 それは本当は切迫早産じゃなかったんで

すよねと い う こ と も情報の中に入っている のだと思 う んです。 そ こ を 、 産科臨床の現場に

は少 し提言 と して出 していければ、 再発防止 と い う こ と につなが る のではないかと い う ふ

う なス ト ー リ ーなんだ と 思います。

○藤森委員 追加のお話なんですけれども 、 やは り 事例の中に塩酸 リ ト ド リ ンを処方され

ていて 、 前、 処方 されていたか ら 、 今回はお腹が痛かったけれども 内服を して我慢 してい

た と い う 事例が入っているんですよ 。 だか ら 、 自 分は、 前 と 同 じ、 行っ た ら多分締切迫早産

と診断される か ら薬を飲んで我慢 していた と い う よ う な事例 も入っている ので、 こ う い う

こ 国ま、 指導の中に ｢いつ も と違 う 子宮収縮の と き には来な さ いよ。 薬は処方されていて

も 、 き ちん と受診 しな さ い よ ｣ と い う よ う な こ と を伝えてあげる と い う こ と が非常に大切

なん じゃ ないかな と思います。 なので、 塩酸 リ ト ド リ ンを処方したか しないか と い う のは

非常に大切な情報で、 ぜひ記載すべきだ と い う ふ う に思います。

増村委員 こ“島 う ち島塩酸 リ ド リ 'を使→てい･感 じで、 そ“残 り 鬮がそ う じ
ゃない と い う こ と で、 これを見る と 、 使っている事例は全部、 前の場合でも 、 病院の 中で

それが発症したのか自 宅で発症したのか と い う 分類があ り ま したけれども 、 それ と ク ロ ス

する と 、 その早産系の事例 と満期産系の事例で分ける と い う こ と はすご く 大事なんだろ う

な と お話を聞いていて思いま したけれども 。 それ と 、 病院の中に入ってか ら と 自 宅 と の関

係 と い う の も非常に前回 も大事だな と思ったんですけれども 、 そ こ で数字を分け る と ど う

な る んですか。

○池ノ 上委員長 要する に、 病院の中で起こ ったの と 自 宅で起こ ったの と の数字字ですか。

0勝本倭員 艀を早産系 と満期産系で、 島中身を。
○池ノ 上委員長 外 と 中 と 。 それ、 今す ぐ出ますか。 出そ う ですか。
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○勝村委員 縦 2 ･ 横 2 の ク ロ スで知 り たい と い う こ と なんです。

。事務局 御子柴) 鬮“ う ち 、 入院中“発症 “た と思われ。勒棚囮か う "
にな り ま して 、 それ以外が 自 宅で発症 と い う こ と & こな り ます。 発症起点を どこ と 取るか と

い う のが中々早熟iの場合は難 し く 、 自 宅で発症 していた と思われて も 、 診断されたのが分

娩機関に入院して分娩徴候だ と認識されていた事例や、 管理 目 的 と い う こ と で入院した後

に診断がついている事例な ど、 その線引 き を明確化する のは難 しいのですが、 大まかに入

院していた力溶かとい う こ と で分るナます と 、 入院中 る“発症 した と思われ･ もの鬮,ぬ
り ます。

○勝村委員 早産と満期産で分けた場合の数は分か ら ないですか。

。事務局 御子柴) 今回 、 鬮の う ち入院中だ‐ため量圈とい う こ ,ぬは して 、
それ以外が恐ら く 自 宅で症状が出ていた と考え られる も のにな り ますが、 さ ら る こ早産 と正

期産 と い う 形では件数を分けてカ ウ ン ト してお り ませんで したので、 次回、 お示 し致しま

す。

○池ノ 上委員長 次回、 よ ろ し く お願い します。

○勝村委員 も う 1 つ 、 要望なんですけれども 、 資料 4 の 1 ページ と 2 ページの表なんで

すけれど も 、 やっ ぱ り こ う い う 表っ て 、 結局、 本当の意味で意味を持たせに く い と思 う ん

ですよ 。 いつも何回も 同 じよ う な こ と をお願い しているんですが、 ｢重複あ り ｣ と 書いて

いる だけでど う い う 重複か分か ら ない と い う のは、 すご く 分か り に く い と思 う んですよね。

普通、 こ う い う こ と を き ちん と再発防止や原因分析で知 り たい と思 う 人は、 ああ 、 重複あ

り か、 と い う だけで見ていて も学問的にもパシ ッ と しない と思 う んです長鸚

だか ら と いっ て、 それを ど う い う 重複かと い う のを全て網羅する と 、 大き な表にな り 過

ぎて しん どいのかも しれないんですけれども 、 そ う だ と した ら 、 僕 と しては大き な表でも

資料に載せて もいいん じゃないかと も思 う んですが、 表が大き く な り 過ぎて困 る のであっ

た ら 、 重複の多い事例のベス ト 5 ぐ らいが載せ られる と か、 そ う い う も のがあっ て初めて

き ちん と それぞれの原因分析結果の報告書を横に並べて見ている と い う こ と の意味が出て
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く る と 思 う んです疵痣 どんな重複が多いかみたいなのが見えて く る 。

2 ページなんかも 、 僕 と しては、 少な く と も早産系 と そ う じゃ ない系で分けてほ しい し 、

それぞれで症状 と して どんな重複が多いかと か、 そ っ ちのほ う が大事なん じゃ ないかな と

思 う ので 、 そ う い う も のをでき るだけク ロ ス して頂き たい。 ク ロ スする の も大変だ し、 大

き な表を作る の も大変だと思 う んだけれども 、 そ う い う も の をでき るだけ出 したい、 出 し

たい と思って頂いてでき る だけ作っ て も ら える ほ う があ り がたいな と思 う んですけれども 。

○市塚客員研究員 そ う ですね。 それは先ほ ど藤森委員がおっ しゃ っ た胎動減少 と い う と

こ ろ と子宮収縮と か、 そ う い う 組み合わせに も関係 して く る と思 う ので。

ただ、 全例を載せる と な る と 、 こ の先 どん どん事例が集積されていって しまいますので、

全例を載せる こ と は物理的には無理だと思いますから 、 多い組み合わせです と か、 ベス ト

5 と か、 そ う い う のは検討させて頂きたい割沈思います。

○勝村委員 前回の 2 回 目 の報告書の と き もお願い したんですけれども 、 今 日 のテーマ と

は直接関係 しないんですけれども 、 早産例には使われていない と思 う んですけれど も 、 そ

う じゃ ない満期産の例で資料 7 のすごい大き な表を作って も ら っ ていますけれど、 子宮収

縮薬が使われている例があれば どれか教えてほ しい。 調べた ら分かるかも しれないんです

けれども 、 一応、 知っ ておきたいなと思 う んですけれども 。 も しすぐにが無理で した ら 、

次回でもいいんですけれども 。

○池ノ 上委員長 次回に させて も らいま し ょ う か。

0勝亦･援≦員 はい。 前回も ち ょ っ と これをお願い していたので、 何も 関連がない と い う こ

と が分かればそれでいいのですけれども 、 ち ょ っ と 気になったので。

○池ノ 上委員長 では、 事務局、 よ ろ し く お願い します。

も う 時間にな り ま したけれど も 、 他に何かございますで し ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。

申 し訳ないですけれども 、 子宮収縮薬については次回 と い う こ と “ こ させて頂き たい と思い

ます。 他に何かなければ。

次回は、 テーマ と しては子宮収縮薬 と 、 それか ら新生児蘇生 と 、 も し時間が許せば胎児
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心拍数聴取 と い う こ と について ご審議頂きたい と い う ふ う に限ってお り ます。 ど う ぞよ ろ

し く お願い致します。

特に ご発言なければ、 これで終 り たい と思いますけれども 、 よ ろ しいで し ょ う か。

○隈本委員 次回、 その話を し よ う と思 う ので、 事前に申 し上げておき たい と思 う んです

が、 胎児心さ拍陣痛図を将来、 再発防止委員会の報告書に載せる と い う こ と る こついてご検討

頂きたい。

今、 原因分析委員会の運営見直 しの中で、 原因分析報告書に胎児′ 己沖目陣痛図を載せては

ど う か と い う 議論になっ ています。 例えば ｢えっ 、 こ んな心拍でこんな症状にな る の ｣ と

驚 く よ う な も のを リ ス ト ア ッ プ した り 、 ｢ こ んな症状の典型的なパターンはこれだよ ｣ と

い う よ う な こ と が見える と 医学や助産学の教育にすご く 役に立つ と い う こ と で、 今、 原因

分析委員会のほ う で見直 しをやって 、 あ らか じめ資料を も ら う と き の約束の文章も変えな

き やいけない と い う よ う な こ と が議論されています。 こ の再発防止委員会 と しては、 原因

分析報告書には載っていないけれど も 、 こ う い う も ののデータがあ り ますと い う こ と を出

すと い う のは、 かな り 速効性のあ る再発防止に役立つのではないで し ょ う か。 しかも 、 今、

産婦人科の先生方は我々 の出す報告書にすご く 注 目 して頂いているので、 ｢ ああ 、 そ う か。

すぐ役に立ちそ う だな｣ と思わせる も の と して 、 そ う い う 胎児′州白陣痛図をお示 しする と

い う のはいい と思 う んです為 ただ、 . 具体的なデータ を出そ う と する と 、 それはかな り プ

ライバシー と か、 最初の約束事に反する と かい う 話にな る と思 う ので、 心電図の教科書な

んかを見る と 、 典型的な図を示すや り 方、 例えば波形の こ こ の間が長 く なっ た らだめです

よ と か、 そ う い う のがあ る じゃ ないですか、 そ う い う ち ょ っ と イ ラ ス ト化 した り 、 何か抽

出を した り した形で、 再発防止のための報告書に、 胎児心拍陣痛図 も出てい る と い う こ と

に してい頂き たい と 思います、 こ んな よ う なパターンのむ~拍図に気をつけるみたいな、 そ

う い う も のが出ている報告書に して頂きたいな と考えています。

次回、 いき な り そ う 言っ て も 、 ま た次までに検討と い う こ と になる と思 う ので、 ぜひと

も次回までに、 そ う い う こ と が可能かど う か。 要する に、 提出 された′益拍陣痛図をそのま
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ま 出すわけ じゃ ないんだけれども 、 その心拍陣痛図の中の特徴的な山 と か谷 と か、 そ う し 、

う も のをイ ラ ス ト化 して出すこ と が可能かど う か と い う こ と について 、 事務局のほ う も検

討して頂き たい し、 今後、 再発防止報告書で、 胎児心拍陣痛図の正しい見方みたいな も の

を提言する と した ら 、 当然、 文章だけ じゃないほ う がいいと思 う ので、 そ こ はぜひ次回ま

でに事務局でも検討してほ しい し 、 先生方の ご意見もお伺い したい と思っています。

○池ノ 上委員長 イ ラ ス ト ではち ょ っ と 無理じゃないかな と 、 私は思 う んですね。 ですか

ら 、 実際の今臨床で広く 使われているその も ので皆 さ ん と 共有する と い う こ と を 目 指すべ

き じゃないかな と 思 う 。 あ と は、 そ う い う 約束事が ど う い う ふ う を こ対応でき るか と 。

○隈本委員 も ち ろん、 今後の検討に よ っ て数年後には原因分析報告書にチャー ト がつい

ている と い う 日計tが来るん じゃ ないかな と僕も期待している んですが、 も し胎児心拍陣痛

図の読み方 と かい う こ と み こついて何らかの こ と を再発防止報告書で言 う のであれば、 レベ

ル 4 が ど う だ と か レベル 5 が ど う だ と言 う んですけれども 、 その際、 基線細変動が消失と

減少では レベルが違 う わけなんですが 、 同 じ心拍図を基線細変動がな く なっ ている と 見る

のか減少 してい る と 見る のか と い う のは、 人に よ っ て見方が違った り するわけですね。 そ

う する と 、 こ う い う のは減少、 こ う い う のは消失だよ と かい う よ う な比較図はあって もい

いんじゃないかな と思っているんですけれど も。

○石渡委員長代理 実は、 胎児心拍数の読み取 り “ごついて、 その判断については非常に重

要なので、 産婦人科医会も 、 今、 新生児蘇生を全国的にやっていますよれ ああい う 形の

も のを作っていきたい と い う ふ う に思っ ているんです。

それで、 結局、 原因分析をやっている 中で、 やは り 今まで分か り “ こ く かっ た心拍数図が

ずいぶん出てきているんですね。 それを学問的に医学的評価をするために利用でき ないか

と い う こ と で、 見直しの段階でお願いする予定になってはいるんですけれども 、 現時点に

おいては患者さ んから も 了解を取ってお り ません し、 そ う い う 学術的な研究と い う こ と に

おいて も現段階ではでき ない状況ですけれども 、 そ う い う のが ど う い う パターン と い う の

がだんだん分かってき ているから 、 あれはも しやれる と い う こ と になれば、 バー ッ と 学会
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等々 のほ う でも進め られるん じゃないかと思 う んですけれども 、 その時点で私はいいので

はないかと思 う ので、 いたず ら “ こイ ラ ス ト と やっ てい く と 、 中々 それははっ き り した表現

と してでき ないん じゃ ないから思 う んですよね。

○隈本委員 私の提案ですが、 イ メ ージ と しては心電図の教科書、 心電図の読み方みたい

な、 ナース 向 けの教科書 と かあ るんですけれども 、 そ う い う よ う なイ メ ージです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 これはまた事務局 と して色々 と ご検討頂く と

い う こ と で。

0勝ネ･援孚員 次回に向 けてお願いなんですけれども 、 原 さ んにご無理なお願いばか り し続

けていて 申 し訳ないんですけれども 、 早荊に関 して今回作 られた資料 7 みたいな資料を、

子宮収縮薬でも議論の前提と して作っておいてほ しいです。 それは第 1 回 目 の報告書で、

子宮収縮薬使用の事例が全例、 簡単な表になっ ていたんですけれども 。 あの形式で、 今ま

で全部の使用 された事例を一覧で並べて見やすく しておいて頂き たいな と思います。

○事務局 (御子柴) 診療体制について と い う こ と でございますか。

◎勝ホ･接駐員 1 回 目 の報告書の40ページに当たる よ う な形の も のを 、 今回の早荊で言 う と

こ ろの資料 7 の よ う な形で、 これを広げておいてほ しい と思 う んですけれど も。

○事務局 (御子柴) 今回の資料 9 と い う こ と でご用意 してお り ま して 、 そち ら を 1 度ご

覧釘貢げますで し ょ う か。

○勝本･援季員 資料 9 は全例入っていないですよれ

0事務局 (御子柴) こ ち ら ,量、 全例です。
- “ - 圏 ･

○ 断･援\員 国團で し ょ う 。 早剥の場合は、 資料 7 みたいに全例になっている じゃ ないで

す九 それを これでも‘おい‘ほ しい と 。 そ“ う えで、 確かに““鬮を'“ ' 'プ
する こ と が よい と い う こ と を確認 したい と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 大丈夫ですか。

○事務局 (御子柴) はい。 ご用意致 します。

あ と 、 先ほ どの隈本委員か ら頂き ま した ご意見なんですけれども 、 -応、 第 1 回の報告
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書のテーマ と しま しては、 分娩中の胎児心拍聴取 と い う こ と で、 聴取間隔です と か聴取方

法についてが 、 一応、 テーマになってお り ますので、 その波形の読み方な どについて も踏

み込むかど う か と いっ た と こ ろか ら 、 委員の皆様の ご意見を頂戴する形にな る かと思 う ん

ですけれども 。

○隈本委員 いやいや、 その具体的な読み方なんですけれども 、 こ う い う のが出た らそれ

はも う だめで し ょ う みたいな、 そ う い う こ と が大事なんですよれ レベル4 だ と かレベル

5 だ と い う 判断をする時期が大事なので、 そ う い う 意味では、 いき な り 急に悪 く な るだけ

じゃ な く て 、 徐々 に悪 く なった り する よ う なケース も あ る ので、 そ う い う 意味では波形を

見たほ う が議論は意味があ る な と思っているだけです。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 産科医療保障制度が発足 したこ ろの世間の温度 と今の温度も随

分変わってき ていますし、 も っ と よ り よい産科医療補償制度の確立のためには、 新たな約

束事の見直し と い う こ と も しない と いけない と い う こ と も分かってき ま した し 、 そ う い う

こ と に対する協力体制 も 、 ス ター ト の こ ろに比べた ら 、 産婦人科医会の先生方 と かずいぶ

ん変わってき ているん じゃ ないか と 思いますので、 ぜひこれを しっ か り 議論して頂いて、

事務局的にも話を進めて頂 く よ う な方向に して頂かない と 、 恐 ら く 、 その う ち こ の委員会

その も のが具体的な議論をする と き に 、 動き を とれな く なっ て く る ん じゃないか と い う 、

そ う い う 可能性も出てき ますか ら 、 ぜひ段階を踏ま えて前へ前へ と進んで頂ければと い う

ふ う に思います。

3 . 閉会

○池ノ 上委員 他には よ ろ しいで し ょ う か。 1 5分以上過ぎて しまいま した。 今 日 はお忙 し

い と こ ろ 、 遅 く ま で ど う も あ り が と う ございま した。
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